
これまで信達地区で行われていた泥田祭りが、今年から雄信地区でも行われるようになり、雄信

地区では５月のもみまきからはじまり、今回の地ならしと田植え、１０月には稲刈りと収穫した餅

米での餅つきなど年間を通しての行事になりそうです。雄信小学校６年生と雄信幼稚園児が合同で

行った地ならしと言うより泥田遊びは、最初のうちは泥の感触に戸惑いながらもオケラを捕まえた

り、泥合戦をしたり、最後には泳ぐ園児も出てくるほどの満喫ぶり。ところが、翌日の６年生が行

った田植えは、昨日の遊び気分は一転、思うように歩けず、腰も痛く、児童から「今日中に終わる

のですか」と質問が出るほどで、さぞかしこの日の晩ご飯は味わい深いものだったでしょう。

（６月９日・１０日）
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汚れて痛快、泥田遊び！植えて痛感、田植えの苦労！！
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架
空
請
求
・

不
当
請
求
等

例
一
　「
あ
な
た
の
債
権
を
譲
渡
さ
れ
、

回
収
し
て
い
る
。
至
急
連
絡
を
よ
こ
せ
。

連
絡
な
き
場
合
は
自
宅
ま
で
回
収
に
行

く
。」
と
書
か
れ
た
ハ
ガ
キ
が
、
身
に
覚

え
の
な
い
業
者
か
ら
届
い
た
。

例
二
　
無
料
ポ
イ
ン
ト
内
だ
と
思
っ
て

利
用
し
た
出
会
い
系
サ
イ
ト
。
後
に
「
有

料
サ
イ
ト
の
料
金
が
未
納
に
な
っ
て
い

る
。
今
週
中
に
三
万
円
を
支
払
え
。」
と

い
う
メ
ー
ル
が
届
い
た
。

全
く
根
拠
の
な
い
有
料
情
報
番
組
の
利

用
料
や
債
権
を
ハ
ガ
キ
や
封
書
、
電
子
メ

ー
ル
等
で
請
求
し
て
く
る
被
害
が
相
次
い

で
い
ま
す
。
公
的
な
機
関
に
似
せ
た
名
称

や
弁
護
士
・
法
律
事
務
所
を
騙
っ
た
新
た

な
手
口
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
何
ら

か
の
名
簿
を
入
手
し
た
悪
質
業
者
が
ラ
ン

ダ
ム
に
送
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
架
空
請
求
や
不
当
請
求
は
、
法

令
に
照
ら
す
と
根
拠
の
な
い
詐
欺
的
な
請

求
と
思
わ
れ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

笊
支
払
い
を
拒
否
し
、
無
視
す
る
事
。

（
支
払
っ
て
し
ま
う
と
、「
請
求
し
た

ら
支
払
う
人
」
と
の
情
報
が
業
者
間

で
流
れ
、
別
の
業
者
か
ら
も
請
求
が

来
る
可
能
性
が
あ
る
。）

笆
自
分
か
ら
不
用
意
に
連
絡
し
な
い

事
。
も
し
業
者
か
ら
連
絡
が
き
て
も
、

今
以
上
の
個
人
情
報
を
決
し
て
漏
ら

さ
な
い
事
。（
新
た
な
個
人
情
報
を

聞
き
出
さ
れ
た
り
、
か
え
っ
て
脅
さ

れ
た
り
す
る
可
能
性
が
あ
る
。）

笳
し
つ
こ
い
場
合
は
、
携
帯
電
話
の

着
信
拒
否
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
・
携

帯
電
話
番
号
の
変
更
な
ど
の
自
衛
手

段
を
と
る
事
。

笘
手
元
に
届
い
た
ハ
ガ
キ
や
メ
ー
ル

は
証
拠
と
し
て
残
し
て
お
く
事
。

な
お
、
法
的
手
段
を
講
じ
る
と
か
、
自

宅
や
職
場
へ
回
収
に
行
く
等
、
脅
す
場
合

が
あ
り
ま
す
が
、
実
際
に
業
者
が
来
た
と

い
う
相
談
は
今
（
平
成
十
六
年
五
月
末
現

在
）
の
と
こ
ろ
あ
り
ま
せ
ん
。

請
求
さ
れ
た
内
容
に
つ
い
て
不
明
な
点

や
、
不
安
を
感
じ
た
場
合
に
は
、
ま
ず
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

昨
年
度
か
ら
比
べ
る
と
、
相
談
件
数
は

一
・
五
倍
の
伸
び
と
な
り
急
速
な
増
加
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
運
輸
通

信
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
わ
る
相
談
件
数
が
昨

年
度
の
53
件
か
ら
今
年
度
は
219
件
と
な
り

四
倍
に
達
し
て
い
ま
す
。
携
帯
電
話
、
パ

ソ
コ
ン
等
の
普
及
に
伴
う
メ
ー
ル
機
能

や
、
サ
イ
ト
を
利
用
し
た
こ
と
に
よ
る
不

当
請
求
ま
た
、
そ
う
い
っ
た
も
の
を
悪
用

し
た
架
空
請
求
の
急
増
が
そ
の
背
景
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
を
ね
ら
っ

た
悪
質
な
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
・
屋
根
点
検

な
ど
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
建
物
設
備

に
関
す
る
相
談
も
一
・
五
倍
と
な
っ
て
い

ま
す
。

年
代
的
に
は
、
架
空
・
不
当
請
求
の
増

加
を
背
景
に
20
代
・
30
代
の
相
談
が
い
ず

れ
も
昨
年
度
の
二
倍
近
い
数
字
と
な
っ
て

い
ま
す
。
50
代
以
上
の
相
談
も
引
き
続
き

増
加
傾
向
に
あ
り
、
年
代
を
問
わ
な
い
消

費
者
啓
発
の
必
要
性
が
浮
き
彫
り
と
な
る

結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

あなたも被害にあわないために…
①その場で決断せずに、時間をおいて良
く考える。
②不要なものは、はっきりと断わる。
③おかしいと思ったら、家族や友人、消
費生活センター等へ相談する。
④新聞やテレビから常に情報を得る。
⑤被害にあってしまったら、すぐに消費
生活センターへ相談する。

啓発川柳
①甘いわな　小さき文字の　意味を読め
②今日だけと　あなたをせかす　甘い声
③いまいちど　考えなおす　時をもて
④迷ったら　迷わずいこう　センターへ
⑤冷静に　なって考え　ハンを押す

消費生活センターでは市民の皆さんが、
消費生活を行なう上での悩みや疑問・相
談に、専門の資格をもった消費生活専門
相談員が、できるかぎりの解決にむけて
相談に応じます。
相談は、秘密厳守でセンターへの訪問、

電話相談どちらでも可能です。どうぞ、
お気軽にご利用ください。
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事
例
Ⅱ

対 処 方 法

消費生活センター
▼開設日＝月曜日から金曜日（但し、
祝日・年末年始は除く）
▼開設時間＝午後１時から午後４時
▼相談方法＝センターへの訪問・電
話相談いずれも可能（内線３１９）

今月の主な内容

消防本部
水道部
清掃課
保健センター
市民体育館
文化ホール
図書館
青少年センター
人権ふれあいセンター
樽井公民館
新家公民館
信達公民館
西信達公民館
あいぴあ泉南
古代史博物館
人権推進部

薀祕０１１９
薀祗６５５１
薀祟５８７５
薀祗７６１５
薀祗１０００
薀祗７７６７
薀祗７７６６
薀祚３５００
薀祟６４４７
薀祟４３６１
薀祟９３１４
薀祟９２６４
薀祟９２７０
薀祕０７０７
薀祟６７８９
薀祀２８５５

記事中の問い合わせ
内線番号が書かれたものは、
市役所（薀83-0001）へ
その他については、下記へ

「広報せんなん」をホームページで

閲覧できます。

アドレス:http://www.city.sennan.

osaka.jp/jyoukan/catv_kouhou/ko

uhou/kouhou1.htm
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泉南市の人口（６月末現在）
人　口‥‥‥65,554人
男‥‥‥‥31,950人
女‥‥‥‥33,604人

世帯数‥‥‥23,559世帯

様
々
な
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
が
生
ま
れ
、

大
変
便
利
な
世
の
中
に
な
っ
て
き
ま
し
た

が
、
一
方
で
は
、
そ
の
便
利
さ
を
悪
用
し

た
ト
ラ
ブ
ル
も
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
不
特
定
多
数
の
個
人
情
報
を
得
た

業
者
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
架
空
請
求
や
不

当
請
求
の
相
談
が
昨
年
度
後
半
か
ら
後
を

絶
ち
ま
せ
ん
。
ま
た
、
安
易
な
契
約
に
よ

っ
て
生
じ
た
ト
ラ
ブ
ル
も
多
く
、
契
約
す

る
と
き
の
消
費
者
ひ
と
り
ひ
と
り
の
慎
重

さ
が
い
か
に
大
切
か
と

い
う
こ
と
が
現
れ
て
い

ま
す
。

こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
、

具
体
的
な
事
例
を
紹
介

し
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

啓
発
す
る
と
と
も
に
、

安
全
な
消
費
生
活
を
送

っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

家
庭
教
師
の

契
約
ト
ラ
ブ
ル

数
ヶ
月
前
、
家
庭
教
師
の
無
料
体
験
の

電
話
が
あ
り
、
子
ど
も
も
春
か
ら
小
学
生

高
学
年
に
な
る
の
で
受
け
る
こ
と
に
し

た
。
体
験
後
、
子
ど
も
も
や
る
気
に
な
っ

た
の
で
契
約
す
る
こ
と
に
し
た
。そ
の
時
、

指
導
す
る
の
に
必
要
と
言
わ
れ
、
教
え
て

も
ら
う
三
教
科
の
小
学
四
・
五
・
六
年
の

三
年
間
分
の
教
材
（
六
十
二
万
円
）
を
ク

レ
ジ
ッ
ト
契
約
し
た
が
、
家
庭
教
師
は
ほ

と
ん
ど
教
材
を
使
用
せ
ず
、
子
ど
も
自
身

も
や
る
気
を
な
く
し
た
の
で
、
解
約
し
た

い
と
申
し
出
た
と
こ
ろ
、
教
材
分
は
解
約

で
き
な
い
と
い
わ
れ
た
。

家
庭
教
師
派
遣
の
よ
う
な
長
期
間
に
わ

た
る
サ
ー
ビ
ス
の
契
約
は
、
受
け
て
み
な

い
と
詳
し
い
内
容
が
わ
か
ら
な
い
こ
と
が

多
い
た
め
、ト
ラ
ブ
ル
に
な
り
が
ち
で
す
。

そ
こ
で
特
定
商
取
引
法
が
改
正
さ
れ
平
成

十
一
年
に
「
家
庭
教
師
派
遣
」・「
エ
ス
テ

テ
ィ
ッ
ク
サ
ロ
ン
」・「
外
国
語
教
室
」・

「
学
習
塾
」
の
契
約
に
つ
い
て
、
ま
た
平

成
十
五
年
に
は
「
結
婚
相
手
紹
介
サ
ー
ビ

ス
」・「
パ
ソ
コ
ン
教
室
」
の
契
約
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
一
定
の
条
件
以
上
で
あ
れ

ば
中
途
解
約
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
受
け
る
た
め
に

必
要
だ
と
い
わ
れ
て
契
約
し
た
関
連
商
品

に
つ
い
て
も
同
様
に
解
約
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
関
連
商
品
以
外
の
解
約
は
難

し
く
、
ま
た
未
使
用
分
に
限
ら
れ
、「
教

材
は
、
本
当
は
契
約
し
た
く
な
か
っ
た
の

に
…
」
と
後
悔
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
っ

た
り
も
し
ま
す
。
契
約
時
に
は
、
教
材
の

有
無
や
内
容
の
確
認
な
ど
を
し
、
長
い
契

約
期
間
の
間
、
本
当
に
続
け
ら
れ
る
か
ど

う
か
よ
く
考
え「
子
ど
も
の
た
め
な
ら
…
」

と
い
う
親
心
を
少
し
抑
え
て
、
冷
静
か
つ

慎
重
に
判
断
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

事
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▼
と
き
＝
八
月
六
日
貊
〜
十
四

日
貍
午
前
九
時
半
〜
午
後
四
時

ま
で
（
日
曜
休
館
）
▼
と
こ

ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
ビ
デ

オ
上
映
＝
八
月
十
四
日
貍
午
後

一
時
半
〜
▼
参
加
費
＝
無
料

初
心
者
向
け
に
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
の
調
べ
学
習

会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
八
月
十
二
日
貅
笊
午

前
九
時
半
〜
十
一
時
半
笆
午
後

一
時
半
〜
三
時
半
▼
と
こ
ろ
＝

笊
笆
青
少
年
セ
ン
タ
ー
P
C
ル

ー
ム
▼
内
容
＝
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
の
調
べ
方
、
調
べ
る
コ
ツ

を
覚
え
る
▼
対
象
＝
笊
市
内
の

小
学
四
年
生
〜
中
学
三
年
生
と

そ
の
保
護
者
笆
市
内
の
小
学
一

年
生
〜
三
年
生
と
そ
の
保
護
者

▼
定
員
＝
各
二
十
名
▼
参
加

費
＝
無
料
▼
申
込
み
＝
八
月
九

日
豺
必
着
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ

か
E
メ
ー
ル
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
調
べ
学
習
参
加
希
望
、
参

加
者
・
保
護
者
氏
名
（
ふ
り
が

な
）、
保
護
者
の
参
加
の
有
無
、

住
所
、
電
話
番
号
、
学
校
名
、

学
年
を
記
入
の
上
、
青
少
年
セ

ン
タ
ー
へ
。

〜
琵
琶
湖
博
物
館
で
学
ぼ
う
〜

自
然
や
環
境
問
題
に
つ
い
て

考
え
よ
う
。
▼
と
き
＝
八
月
二

十
一
日
貍
午
前
八
時
〜
午
後
五

時
半
▼
と
こ
ろ
＝
滋
賀
県
立
琵

琶
湖
博
物
館
▼
対
象
＝
市
内
の

小
学
一
年
生
〜
中
学
三
年
生
と

そ
の
保
護
者
（
小
学
三
年
生
以

下
は
保
護
者
同
伴
）
▼
内
容
＝

外
来
生
物
に
つ
い
て
学
習
し
調

理
す
る
▼
定
員
＝
五
十
名
（
多

数
の
場
合
抽
選
）
▼
参
加
費
＝

子
ど
も
三
〇
〇
円
、
お
と
な
六

五
〇
円
▼
申
込
み
＝
八
月
十
三

日
貊
必
着
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ

か
E
メ
ー
ル
に
、
琵
琶
湖
博
物

館
参
加
希
望
、
参
加
者
・
保
護

者
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
保
護
者

参
加
の
有
無
、
住
所
、
電
話
番

号
、
学
校
名
、
学
年
を
記
入
の

上
、
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ
。

自
然
の
不
思
議
さ
、
美
し
さ
、

ぬ
く
も
り
を
通
し
て
、
自
然
環

境
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。
▼
と
き
＝
八
月
二
十
六
日

貅
午
前
十
時
〜
午
後
三
時
半
▼

と
こ
ろ
＝
大
阪
府
立
水
産
試
験

場
及
び
付
近
の
海
岸
（
岬
町
）

▼
対
象
＝
市
内
の
小
学
一
年
生

〜
中
学
三
年
生
と
そ
の
保
護
者

（
小
学
三
年
生
以
下
は
保
護
者
同

伴
の
こ
と
）
▼
定
員
＝
三
十
名

（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
▼
参
加

費
＝
無
料
▼
申
込
み
＝
八
月
二

十
三
日
豺
必
着
ま
で
に
往
復
ハ

ガ
キ
か
E
メ
ー
ル
に
、
海
岸
探

険
隊
参
加
希
望
、
参
加
者
・
保

護
者
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
保
護

者
参
加
の
有
無
、
住
所
、
電
話

番
号
、
学
校
名
、
学
年
を
記
入

の
上
、
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ
。

野
鳥
の
観
察
を
通
し
て
、
身

近
な
自
然
を
体
感
し
、
そ
の
大

切
さ
を
学
び
ま
せ
ん
か
。
▼
と

き
＝
八
月
七
日
貍
午
前
九
時
〜

正
午
▼
と
こ
ろ
＝
男
里
川
周
辺

▼
対
象
＝
小
・
中
学
生
▼
定

員
＝
十
五
人
▼
費
用
＝
無
料
▼

申
込
み
＝
電
話
、
E
メ
ー
ル
で
。

〜
水
は
ど
こ
へ
行
く
？
〜

私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な

い
水
。
ど
こ
か
ら
来
て
ど
こ
へ

行
く
の
か
学
び
ま
せ
ん
か
。
▼

と
き
＝
八
月
二
十
四
日
貂
午
前

九
時
〜
正
午
▼
と
こ
ろ
＝
南
部

下
水
処
理
場
（
泉
南
市
）
▼
対

象
＝
市
内
の
小
学
一
年
生
〜
中

学
三
年
生
と
そ
の
保
護
者
（
小

学
三
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

▼
定
員
＝
三
十
名
（
多
数
の
場

合
抽
選
）
▼
参
加
費
＝
無
料
▼

申
込
み
＝
八
月
十
三
日
貊
必
着

ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
か
E
メ
ー

ル
に
、
生
活
排
水
は
ど
こ
へ
行

く
参
加
希
望
、
参
加
者
名
、
保

護
者
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
保
護

者
の
参
加
の
有
無
、
住
所
、
電

話
番
号
、
学
校
名
、
学
年
を
記

入
の
上
、
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ
。

子
育
て
等
に
関
す
る
様
々
な

悩
み
を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
▼

と
き
＝
毎
週
水
曜
日
午
前
九
時

半
〜
正
午
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年

セ
ン
タ
ー
▼
費
用
＝
無
料
▼
そ

の
他
＝
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
▼

申
込
み
＝
電
話
、
E
メ
ー
ル
で
。

日
本
語
教
室
に
参
加
す
る
青

少
年
募
集
。
▼
と
き
＝
毎
週
水

曜
日
の
午
後
六
時
〜
七
時
（
変

更
の
場
合
あ
り
）▼
と
こ
ろ
＝
青

少
年
セ
ン
タ
ー
▼
内
容
＝
小
学

生
レ
ベ
ル
の
日
本
語
▼
対
象
＝

市
内
在
住
で
以
前
外
国
に
暮
ら

し
て
い
た
青
少
年
及
び
外
国
人

の
子
ど
も
（
中
学
生
ま
で
）▼
定

員
＝
二
十
人
▼
費
用
＝
無
料
▼

申
込
み
＝
電
話
、
E
メ
ー
ル
で
。

５

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
色
々

調
べ
て
み
ま
せ
ん
か

人
と
く
ら
し
と

い
の
ち
の
水
と
Ⅰ

私
た
ち
の
自
然
観
察
会

〜
海
岸
探
検
隊
〜

子
ど
も
反
戦

パ
ネ
ル
・
ビ
デ
オ
展

海
辺
で
み
ら
れ
る

野
鳥
の
観
察

こ
こ
ろ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

人
と
く
ら
し
と

い
の
ち
の
水
と
Ⅱ

日
本
語
を
は
じ
め
よ
う

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

い
っ
し
ょ
に
本
を
読
ん
だ
り
、

読
み
聞
か
せ
や
紙
芝
居
を
楽
し

み
ま
せ
ん
か
。
▼
と
き
＝
八
月

二
十
一
日
貍
午
前
十
時
四
十
五

分
〜
十
二
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
青

少
年
セ
ン
タ
ー
▼
内
容
＝
読
み

聞
か
せ
実
技
講
習
▼
講
師
＝
根

っ
こ
の
会
（
読
み
聞
か
せ
会
講

師
）
▼
対
象
＝
十
八
歳
以
上
の

方
で
、
子
ど
も
に
本
な
ど
を
読

み
聞
か
せ
た
い
方
▼
定
員
＝
二

十
人
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
申
込

み
＝
電
話
、
E
メ
ー
ル
で
。

お
話
や
紙
芝
居
等
の
読
み
聞

か
せ
の
会
を
、
ご
家
族
で
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。
▼
と
き
＝
笊

八
月
二
十
一
日
貍
午
前
十
時
〜

十
時
四
十
分
笆
二
十
三
日
豺
午

後
四
時
〜
四
時
半
▼
と
こ
ろ
＝

笊
笆
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
内

容
＝
笊
う
み
べ
の
ハ
リ
ー
・
か

い
じ
ゅ
う
た
ち
の
い
る
と
こ
ろ

他
笆
お
れ
は
な
に
わ
の
ラ
イ
オ

ン
や
・
い
の
ち
の
う
た
他
▼
対

象
＝
小
学
生
以
下
の
子
▼
定

員
＝
二
十
人
▼
費
用
＝
無
料
▼

申
込
み
＝
電
話
、
E
メ
ー
ル
で
。

▼
と
き
＝
毎
週
金
曜
日
午
後
五

時
〜
七
時
（
第
二
・
四
金
曜
日

は
、
卓
球
教
室
を
開
催
）・
毎
週

土
曜
日
午
前
九
時
半
〜
十
一
時

半
（
八
月
二
十
一
日
・
九
月
十

八
日
を
除
く
）
▼
と
こ
ろ
＝
青

少
年
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
＝
市
内

の
小
・
中
学
生
と
そ
の
保
護
者

（
教
室
は
十
五
歳
以
上
の
青
少
年

も
可
）
▼
定
員
＝
二
十
人
▼
費

用
＝
無
料
▼
携
行
品
＝
上
靴
▼

申
込
み
＝
電
話
、
E
メ
ー
ル
で
。

▼
と
き
＝
毎
週
土
曜
日
午
後
一

時
半
〜
三
時
半
（
変
更
の
場
合

あ
り
）
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ

ン
タ
ー
▼
対
象
＝
小
・
中
学
生

と
高
齢
者
の
方
▼
定
員
＝
二
十

人
▼
費
用
＝
無
料
▼
申
込
み
＝

電
話
、
E
メ
ー
ル
で
。

体
験
を
も
と
に
地
元
の
産
業

と
身
近
な
自
然
の
大
切
さ
を
学

び
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
笊
九
月
四
日
貍
午
後

一
時
〜
三
時
半
笆
九
月
十
一
日

貍
午
前
九
時
〜
午
後
一
時
半
▼

と
こ
ろ
＝
笊
岡
田
浦
漁
協
笆
岡

田
浦
海
岸
▼
内
容
＝
笊
岡
田
浦

漁
協
探
険
（
せ
り
市
見
学
）
笆

海
岸
清
掃
と
地
引
き
網
体
験
▼

対
象
＝
笊
笆
と
も
に
参
加
で
き

る
小
・
中
学
生
（
保
護
者
の
参

加
は
不
可
）
▼
定
員
＝
四
十
名

（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
▼
参
加

費
＝
九
〇
〇
円
（
保
険
料
含
む
）

▼
申
込
み
＝
八
月
三
十
日
豺
必

着
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
か
E
メ

ー
ル
に
、
地
引
き
網
体
験
参
加

希
望
、
参
加
者
・
保
護
者
氏
名

（
ふ
り
が
な
）、
住
所
、
電
話
番

号
、
学
校
名
、
学
年
を
記
入
の

上
、
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ
。

地
引
き
網
体
験
当
日
に
、
お

手
伝
い
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
九
月
十
一
日
貍
午
前

九
時
〜
午
後
二
時
▼
と
こ
ろ
＝

岡
田
浦
の
海
岸
付
近
▼
内
容
＝

簡
単
な
魚
の
調
理
▼
定
員
＝
八

名
（
多
数
の
場
合
抽
選
）
▼
申

込
み
＝
八
月
三
十
日
豺
必
着
ま

で
に
往
復
ハ
ガ
キ
か
E
メ
ー
ル

に
、
地
引
き
網
体
験
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
希
望
、
参
加
者
名
（
ふ
り

が
な
）、
住
所
、
電
話
番
号
を
記

入
の
上
、
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ
。

▼
と
き
＝
八
月
十
八
日
貉
・
十

九
日
貅
午
前
九
時
半
〜
十
一
時

半
（
全
二
回
）
▼
と
こ
ろ
＝
青

少
年
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
＝
小
学

四
年
生
〜
中
学
三
年
生
▼
定

員
＝
二
十
名
（
多
数
の
場
合
は

抽
選
）
▼
参
加
費
＝
三
〇
〇
円

▼
申
込
み
＝
八
月
十
三
日
貊
必

着
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
か
E
メ

ー
ル
に
、
ビ
ー
ズ
教
室
参
加
希

望
、
参
加
者
及
び
保
護
者
の
氏

名
（
ふ
り
が
な
）、
住
所
、
電
話

番
号
、
学
校
名
、
学
年
を
記
入

の
上
、
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ
。

４

読
み
聞
か
せ
講
習
会

を
開
催
し
ま
す

青
少
年
セ
ン
タ
ー
連
絡
先：

申
込
み
・
問
合
せ
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
〒
五
九
〇・〇
五
二
一
　
泉
南
市
樽
井
八
・十
三
・十
八

青
少
年
セ
ン
タ
ー（e-mail：

seishonen-center@
city.

sennan.osaka.jp

／
薀
祚
３
５
０
０
蕭
祗
５
４
２
５
）

年

ン

タ

｜

青

少

セ
読
み
聞
か
せ
の
会

を
開
催
し
ま
す

友
だ
ち
家
族
で
卓
球

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か

将
棋
道
場
で
楽
し
く

交
流
し
ま
せ
ん
か

岡
田
浦
漁
業
体
験
・

地
引
き
網
体
験

地
引
き
網
体
験
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す

は
じ
め
て
の

ビ
ー
ズ
教
室

広告掲載枠です。
内容については、今月号の広報せんなんをご覧ください。

広告掲載枠です。
内容については、今月号の広報せんなんをご覧ください。



幼
少
児
の
基
礎
体
力
づ
く
り

と
親
子
体
操
を
通
じ
て
、
親
子

の
ふ
れ
あ
い
を
。
▼
と
き
＝
笊

九
月
四
日
笆
九
月
十
八
日
笳
十

月
二
日
笘
十
月
十
六
日
笙
十
月

三
十
日
の
土
曜
日
午
前
十
一
時

〜
正
午
▼
と
こ
ろ
＝
市
民
体
育

館
・
第
二
競
技
場
▼
内
容
＝
笊

フ
ー
プ
で
遊
ぼ
う
Ⅰ
笆
キ
ッ
ズ

ビ
ク
ス
と
リ
ズ
ム
運
動
Ⅰ
笳
フ

ー
プ
で
遊
ぼ
う
Ⅱ
笘
ミ
ニ
運
動

会
笙
キ
ッ
ズ
ビ
ク
ス
と
リ
ズ
ム

運
動
Ⅱ
▼
対
象
＝
就
学
前
の
幼

児
（
三
歳
以
上
）
と
そ
の
保
護

者
▼
定
員
＝
三
十
五
組
（
先
着

順
）
▼
参
加
費
＝
大
人
一
人
子

ど
も
一
人
で
二
、
〇
〇
〇
円

（
子
ど
も
一
人
追
加
ご
と
に
一
、

〇
〇
〇
円
）
▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
八
月
五
日
貅
〜
十
五
日
豸

（
月
曜
午
後
と
火
曜
を
除
く
）
期

間
に
市
民
体
育
館
設
置
の
用
紙

で
参
加
費
を
添
え
て
市
民
体
育

館
ま
で
（
薀
祗
１
０
０
０
）

▼
職
種
＝
自
動
交
付
機
従
事
職

員
▼
資
格
＝
昭
和
二
十
年
四
月

二
日
〜
昭
和
六
十
一
年
四
月
一

日
に
生
ま
れ
た
方
※
学
歴
不
問

▼
定
員
＝
一
人
▼
試
験
内
容
＝

筆
記
試
験
と
面
接
▼
試
験
日
＝

九
月
二
日
貅
▼
採
用
予
定
日
＝

平
成
十
六
年
十
月
一
日
貊
▼
募

集
要
項
の
配
布
＝
八
月
二
日
豺

以
降
に
人
事
課
で
（
郵
送
で
請

求
す
る
場
合
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。）
▼
申
込
み
＝
八

月
十
二
日
貅
〜
八
月
二
十
五
日

貉
に
人
事
課
へ
▼
問
合
せ
＝
人

事
課
（
内
線
二
〇
七
・
二
七
五
）

泉
南
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

臨
時
職
員
登
録
希
望
者
を
募
集

し
ま
す
。

▼
勤
務
内
容
＝
一
般
事
務
及
び

給
食
の
配
食
等
▼
資
格
＝
昭
和

二
十
四
年
四
月
一
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方
で
パ
ソ
コ
ン
を
使
え

る
方
▼
勤
務
時
間
＝
月
〜
金
で

週
二
〜
三
日
、
時
間
は
午
前
九

時
〜
午
後
四
時
▼
登
録
期
間
＝

九
月
一
日
〜
一
年
間
▼
申
込

み
＝
八
月
三
十
一
日
貂
（
土
日

祝
日
を
除
く
午
前
九
時
〜
午
後

五
時
）
ま
で
に
履
歴
書
（
写
真

貼
付
）
持
参
の
上
、
社
会
福
祉

協
議
会
へ
▼
そ
の
他
＝
採
用
に

つ
い
て
は
必
要
に
応
じ
て
行
い

ま
す
の
で
、
登
録
さ
れ
た
方
が

直
ち
に
採
用
さ
れ
る
と
は
限
り

ま
せ
ん
▼
問
合
せ
＝
泉
南
市
社

会
福
祉
協
議
会
（
薀
祗
１
０
２

７
）花

い
っ
ぱ
い
推
進
事
業
と
し

て
花
作
り
市
民
講
座
を
開
催
し

ま
す
。

▼
と
き
＝
九
月
十
九
日
豸
笊
午

前
十
時
半
笆
午
後
一
時
半
▼
と

こ
ろ
＝
笊
笆
信
達
公
民
館
▼
費

用
＝
教
材
費
六
〇
〇
円
（
マ
ニ

ュ
ア
ル
・
選
別
品
苗
・
鉢
）
▼

申
込
み
・
問
合
せ
＝
八
月
三
十

一
日
貂
必
着
ま
で
に
往
復
ハ
ガ

キ
で
希
望
時
間
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
記
入
の
上
、
〒
五
九

〇
・
〇
五
二
二
泉
南
市
信
達
牧

野
四
一
三
　
信
達
公
民
館
ま
で
、

な
お
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

７

ラ
イ
フ
キ
ッ
ズ

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

嘱
託
職
員
／
体
育
館

及
び
市
民
球
場
募
集

雪
割
草
栽
培
講
座

参
加
者
募
集

臨
時
職
員

登
録
者
募
集

非
常
勤
嘱
託
職
員
／
自
動

交
付
機
従
事
職
員
募
集

平成１７年度泉南市立幼稚

園入園の園児を募集します。

▼募集園児＝

笊４歳児（平成１２年４月２

日～平成１３年４月１日まで

に出生の幼児）

笆５歳児（平成１１年４月２

日～平成１２年４月１日まで

に出生の幼児）

▼入園願書の配布＝９月上旬

より、下の表の各幼稚園で配

布します

▼入園願書の受付＝１０月１

日貊以降の各幼稚園の設定す

る日

▼問合せ＝各幼稚園または教

育委員会学務課（内線２９３）

対象 職種 採用予 
定人員 資格 試験日 試験 

内容 
採　用 
予定日 

募集要項の配 
布・申込み 問合せ 

市
民
体
育
館 

市
民
球
場 

ス
ポ
ー
ツ 

教
室
指
導
員 

グ
ラ
ン
ド
整
備
及
び 

芝
生
の
管
理
業
務 

二
名 

一
名 

昭
和
二
十
九
年 

四
月
二
日
以
降 

に
生
ま
れ
学
校 

教
育
法
に
よ
る 

大
学
（
短
期
大 

学
）
で
体
育
専 

門
課
程
を
履
修
、

 

卒
業
し
た
保
健 

体
育
教
員
免
許 

取
得
者
で
、
体 

育
指
導
が
で
き
、

 

土
日
祝
日
に
勤 

務
で
き
る
方 

昭
和
二
十
年
四
月 

二
日
〜
昭
和
六
十 

一
年
四
月
一
日
ま 

で
に
生
ま
れ
、
普 

通
自
動
車
運
転
免 

許
を
有
し
、
運
転 

の
で
き
る
方
（
学 

歴
不
問
） 

平
成
十
六
年
九
月
二
日
貅 

筆
記
試
験
と
面
接 

平
成
十
六
年
十
月
一
日
貊 

平
成
十
六
年
八
月
八
日
豸
〜 

八
月
二
十
二
日
豸
の
期
間
に 

市
民
体
育
館
（
月
曜
午
後
と 

火
曜
を
除
く
）
に
て 

市
民
体
育
館 

薀祟２４５９ 

薀祟４３３１ 

薀祟５３１３ 

薀祟５５９６ 

薀祟５５９５ 

薀祚２６６７ 

薀祟９６６３ 

薀祗２５０３ 

薀祟８９５０ 

信達牧野1311

樽井5－14－12

男里1－50－1

鳴滝3－4－25

新家2949

信達金熊寺553

信達大苗代36－6

新家1497－1

岡田4－1280－1

科
学
実
験
を
通
じ
て
、
自
然

の
不
思
議
や
楽
し
さ
を
感
じ
て

み
ま
せ
ん
か
。
▼
と
き
＝
八
月

十
二
日
貅
笊
午
前
九
時
半
〜
十

一
時
半
笆
午
後
一
時
半
〜
三
時

半
▼
と
こ
ろ
＝
笊
笆
青
少
年
セ

ン
タ
ー
▼
対
象
＝
笊
市
内
の
小

学
一
年
生
〜
三
年
生
笆
市
内
の

小
学
四
年
生
〜
中
学
三
年
生
▼

定
員
＝
各
二
十
名
（
多
数
の
場

合
抽
選
）
▼
参
加
費
＝
一
〇
〇

円
▼
申
込
み
＝
八
月
九
日
豺
必

着
迄
に
往
復
ハ
ガ
キ
か
E
メ
ー

ル
に
、
お
も
し
ろ
科
学
参
加
希

望
、
参
加
者
・
保
護
者
氏
名

（
ふ
り
が
な
）、
住
所
、
電
話
番

号
、
学
校
名
、
学
年
を
記
入
の

上
、
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ
。

夏
野
菜
を
入
れ
て
煮
込
ん
だ

カ
レ
ー
と
イ
ン
ド
の
ナ
ン
を
作

り
ま
し
ょ
う
。
▼
と
き
＝
八
月

二
十
二
日
豸
午
前
十
時
〜
午
後

二
時
▼
と
こ
ろ
＝
樽
井
公
民
館

▼
内
容
＝
夏
野
菜
カ
レ
ー
と
ナ

ン
の
調
理
と
試
食
会
▼
対
象
＝

中
学
生
以
上
、
男
女
不
問
。
▼

講
師
＝
柳
楽
　
洋
子
さ
ん
（
料

理
研
究
家
）
▼
定
員
＝
十
六
人

（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
▼
参
加

費
＝
五
〇
〇
円
（
材
料
費
）
▼
申

込
み
＝
八
月
十
四
日
貍
必
着
迄

に
、
往
復
ハ
ガ
キ
で
氏
名
（
ふ

り
が
な
）、
住
所
、
電
話
番
号
、

年
齢
を
明
記
の
上
、「
カ
レ
ー
」

係
迄
。
ハ
ガ
キ
一
枚
に
つ
き
、

一
名
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
に
消
費
者
感
覚
を
身

に
つ
け
さ
せ
る
お
こ
づ
か
い
の

与
え
方
講
習
会
。
▼
と
き
＝
八

月
二
十
六
日
貅
午
後
一
時
半
〜

三
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
樽
井
公
民

館
▼
内
容
＝
親
子
別
や
親
子
で

一
緒
の
参
加
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
▼

対
象
＝
五
歳
児
〜
小
学
校
低
学

年
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
▼

講
師
＝
C
・
キ
ッ
ズ
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
皆
さ
ん
▼
定
員
＝
三

十
組
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

▼
一
時
保
育
＝
一
歳
以
上
就
学

前
の
子
ど
も
で
定
員
八
人
、
多

数
の
場
合
は
抽
選
。
▼
参
加

費
＝
子
ど
も
一
人
に
つ
き
一
五

〇
円
（
教
材
費
）
▼
申
込
み
＝

八
月
十
八
日
貉
必
着
ま
で
に
、

F
A
X
、
往
復
ハ
ガ
キ
ま
た
は

E
メ
ー
ル
で
参
加
者
全
員
の
氏

名
（
ふ
り
が
な
）、
生
年
月
日
、

住
所
、
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、

「
お
こ
づ
か
い
」
係
ま
で
。

親
子
で
保
育
所
に
遊
び
に
来

ま
せ
ん
か
、
子
育
て
相
談
も
実

施
中
。
▼
と
き
＝
笊
笆
八
月
三

日
貂
・
九
月
七
日
貂
笳
笘
八
月

十
七
日
貂
・
九
月
二
十
一
日
貂

笙
八
月
十
日
貂
・
二
十
四
日

貂
・
九
月
十
四
日
貂
・
二
十
八

日
貂
▼
と
こ
ろ
・
連
絡
先
＝
笊

信
達
保
育
所
祟
４
６
４
２
笆
樽

井
保
育
所
祗
０
０
７
４
笳
浜
保

育
所
祚
２
６
６
０
笘
鳴
滝
第
一

保
育
所
祟
４
０
４
１
笙
ち
び
っ

こ
広
場
（
鳴
滝
第
二
保
育
所
内

の
遊
戯
室
、
所
庭
）
祚
３
３
７

１
▼
開
放
時
間
＝
笊
笳
笙
午
前

十
時
〜
十
一
時
半
笆
笘
午
前
九

時
半
〜
十
一
時
▼
問
合
せ
＝
児

童
福
祉
課
（
内
線
二
八
一
）

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
『
ひ

だ
ま
り
』
の
ス
タ
ッ
フ
が
出
張

保
育
を
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
八
月
十
二
日
貅
午
前

十
時
〜
十
一
時
半
▼
と
こ
ろ
＝

市
立
鳴
滝
幼
稚
園
（
遊
戯
室
・

園
庭
）
▼
対
象
＝
就
学
前
の
子

ど
も
と
そ
の
保
護
者
▼
内
容
＝

う
た
・
手
遊
び
・
大
型
紙
芝
居

等
▼
申
込
み
＝
不
要
▼
携
行

品
＝
着
替
え
・
タ
オ
ル
・
お
茶

等
▼
そ
の
他
＝
駐
車
場
は
鳴
滝

第
一
小
学
校
（
幼
稚
園
横
）
校

庭
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
▼
問

合
せ
＝
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

『
ひ
だ
ま
り
』（
薀
祚
３
３
７
１
）

「
お
は
な
し
」
を
通
し
て
、

楽
し
い
本
の
魅
力
を
子
ど
も
た

ち
に
紹
介
し
ま
す
。
▼
と
き
＝

八
月
十
四
日
貍
午
後
二
時
半
〜

三
十
分
程
度
▼
と
こ
ろ
＝
図
書

館
二
階
視
聴
覚
室
▼
対
象
＝
四

歳
以
上
の
と
そ
の
保
護
者
▼
定

員
＝
先
着
四
十
人
（
途
中
で
の

出
入
り
は
不
可
）
▼
参
加
費
＝

無
料
▼
そ
の
他
＝
第
一
、
三
、

四
土
曜
日
の
午
後
二
時
半
〜
三

十
分
程
度
、
同
場
所
に
お
い
て

紙
芝
居
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
拍
子

木
」
に
よ
る
紙
芝
居
（
〇
歳
か

ら
入
場
可
。
申
込
み
は
不
要
）

▼
問
合
せ
＝
図
書
館

市
民
の
皆
さ
ん
と
セ
ン
タ
ー

利
用
者
と
の
ふ
れ
あ
い
、
交
流

を
深
め
ま
し
ょ
う
。

▼
と
き
＝
八
月
十
九
日
貅
午
後

六
時
〜
八
時
（
雨
天
の
場
合
は

翌
二
十
日
貊
に
順
延
）
▼
と
こ

ろ
＝
砂
川
セ
ン
タ
ー
運
動
場

（
泉
南
市
馬
場
三
丁
目
一
五
六

六
）
▼
内
容
＝
盆
踊
り
、
花
火
、

和
太
鼓
の
演
奏
▼
問
合
せ
＝
大

阪
府
立
砂
川
厚
生
福
祉
セ
ン
タ

ー
こ
ふ
じ
寮
（
薀
祗
２
８
８
１
）

６

暑
い
夏
を
乗
り
き
ろ
う
！

夏
野
菜
カ
レ
ー
＆
ナ
ン

ミ
ニ
ち
っ
び
こ
広
場
に

遊
び
に
来
ま
せ
ん
か

ど
う
す
る
？
ど
う
し

て
る
！？
お
こ
づ
か
い

市
立
保
育
所
で

所
庭
の
開
放

毎
月
第
二
土
曜
は

お
は
な
し
ひ
ろ
ば
へ

府
立
砂
川
セ
ン
タ
ー

盆
踊
り
大
会

お
も
し
ろ
科
学
実
験

樽
井
公
民
館
連
絡
先：

申
込
み
・
問
合
せ
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
〒
五
九
〇
・
〇
五
二
一
　
泉
南
市
樽
井
六
・
十

一
・
十
六
　
樽
井
公
民
館
（e-m

ail：
tarui-k@

city.

sennan.osaka.jp

／
薀
祟
４
３
６
１
蕭
祟
４
３
８
０
）

公

館

樽

井

民

▼対　象＝府内在住で、平成１７年４月に次
の学校へ進学を希望する生徒の保護者（所得
制限があります）
▼対象学校＝大学（短期大学を含む）、大阪
府内の専修学校（専門課程）で修業年限２年
以上の学科
▼貸付額＝２８万円以内。但し、生活保護世
帯の方は、２５万円以内で加算あり（無利子）
▼募集期間＝９月１日貉から９月１７日貊
▼返済方法＝入学後６ヶ月据え置き、おおむ
ね８年から１４年以内の割賦返済（月賦、半
年賦又は年賦返還）
▼申込書の請求＝９月上旬に在学（出身）校
へ
▼問合せ＝譛大阪府育英会採用貸付係
薀０６・６３５７・６２７２

広告掲載枠です。
内容については、今月号の広報せんなんをご覧ください。



点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
の

為
の
講
習
会
を
開
催
。
▼
と

き
＝
九
月
八
日
貉
〜
毎
週
水
曜

日
午
後
二
時
〜
四
時
（
全
十
二

回
）
▼
と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉

南
▼
内
容
＝
点
字
法
の
理
論
と

点
字
の
実
技
▼
定
員
＝
十
五
名

（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
▼
対

象
＝
泉
南
市
在
住
又
は
在
勤
の

方
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
電
話

又
は
F
A
X
で
、
九
月
三
日
貊

迄
に
あ
い
ぴ
あ
泉
南
迄
（
薀
祕

０
７
０
７
／
蕭
祕
０
９
０
９
）

▼
と
き
＝
九
月
四
日
貍
開
場

午
後
十
二
時
半
・
開
演
一
時
▼

と
こ
ろ
＝
文
化
ホ
ー
ル
（
全
席

自
由
）
▼
出
演
者
＝
春
野

は
る
の

百
合
子

ゆ
り
こ

・
松
浦

ま
つ
う
ら

四
郎
若

し
ろ
わ
か

・

芦
川

あ
し
か
わ

淳
平

じ
ゅ
ん
ぺ
い

▼
定
員
＝
五
〇
六

名
（
先
着
順
）
・
車
椅
子
座
席

六
席
▼
参
加
費
＝
無
料
（
整
理

券
必
要
）
▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
八
月
四
日
貉
受
付
開
始
。

往
復
ハ
ガ
キ
（
一
人
に
つ
き
一

枚
）
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
を
記
入
の
上
、
〒
五
九
〇
・

〇
五
二
五
泉
南
市
馬
場
一
・

二
・
一
泉
南
市
立
文
化
ホ
ー
ル

浪
曲
係
ま
で
。
ま
た
図
書
館
二

階
事
務
所
（
月
曜
日
を
除
く
）

で
も
整
理
券
の
配
布
を
行
い
ま

す
。（
薀
祗
７
７
６
７
）

９

点
字
講
習
会
受
講
生

を
募
集

敬
老
月
間
恒
例
企
画

「
浪
曲
名
人
会
」

関西国際空港の開港１０周年記念日に、大阪色の強い
味わいあるコンサートを開催します。今回は、関西の伝
説的ブルースバンド「憂歌団」でリード・ボーカルを務
めた木村　充揮（きむら　あつき）さん。予定曲は「コ
ーヒールンバ」「ケセラ・セラ」など。
▼とき＝９月４日貍開場午後６時、開演６時３０分
▼ところ＝関西国際空港内エアロプラザ２Ｆ「水の広場」
▼その他＝入場無料。ただし着席希望の方（抽選でペア
１５０組３００人）は整理券が必要。
▼整理券応募方法＝８月２０日貊必着で往復ハガキに郵
便番号、住所、氏名、年齢、電話番号を明記の上、
〒５３０・８２７６大阪市北区梅田２・４・９　産経新
聞社事業局内「つばさのまちフェスタ」事務局　ライブ
係迄。
▼問合せ＝つばさのまちフェスタ実行委員会事務局
（薀０６・６３４３・４９２２）

00

泉州９市４町では、泉州地域の活性化・国際化
を図るため第１２回泉州国際市民マラソンを開催
します。あなたも早春の泉州路を
走ってみませんか。
▼と　き＝平成17年２月20日豸

午前11時スタート
▼コース＝浜寺公園（堺市）スタ
ート～りんくう公園（泉佐野市）
をゴールとする42.195襭（日本陸
連公認コース〈予定〉）
▼制限時間＝４時間30分以内
▼募集人員＝３,０００人（多数の場合は抽選）
▼参加費＝７,０００円（傷害保険料含む）

▼参加資格＝笊登記登録の部（平成16年度日本陸
上競技連盟登記登録者）笆一般の部※笊笆におい

て大会当日18歳以上の健康な男女
（高校生は除く）で制限時間内に
完走可能な人。※大会運営等の事
情により車いすでの参加はできま
せん
▼申込み＝９月１日貉～９月30日
貅（当日消印有効）の期間に、所

定の申込み用紙（市役所・市民体育館等に設置）
に必要事項を記入の上、〒596－0075岸和田市筋
海町６－10・渡辺ビル６階・泉州国際市民マラソ
ンエントリー事務局へ申し込んでください
▼問合せ＝同事務局（薀瞻０８４９）

平
成
十
七
年
成
人
記
念
祭
の

企
画
・
運
営
に
参
加
い
た
だ
け

る
実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
成
人
記
念
祭
開
催
日
＝
平
成

十
七
年
一
月
十
日
豢
▼
対
象
＝

昭
和
五
十
九
年
四
月
二
日
か
ら

昭
和
六
十
年
四
月
一
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
新
成
人
の
方
▼
申
込

み
・
問
合
せ
＝
生
涯
学
習
課

（
内
線
二
五
二
）

「
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
」

に
ち
な
み
「
泉
南
市
み
ど
り
の

基
本
計
画
」
の
一
環
と
し
て
教

室
開
催
。
▼
と
き
＝
九
月
十
九

日
豸
午
前
十
時
〜
午
後
三
時

（
小
雨
決
行
）
▼
と
こ
ろ
＝
新
家

自
然
緑
地
（
ル
ナ
り
ん
く
う
隣

接
の
風
の
谷
公
園
）
▼
内
容
＝

里
山
保
全
作
業
の
体
験
・
自
然

観
察
会
・
楽
し
い
ネ
イ
チ
ャ
ー

ク
ラ
フ
ト
▼
費
用
・
申
込
み
＝

不
要
▼
問
合
せ
＝
生
涯
学
習
課

（
内
線
二
四
七
）

豊
か
な
自
然
の
あ
る
里
山
で

遊
び
が
盛
り
沢
山
で
す
。
親
子

で
満
喫
し
ま
せ
ん
か
。
▼
と

き
＝
笊
九
月
五
日
豸
笆
十
月
三

日
豸
笳
十
一
月
二
十
一
日
豸
午

前
九
時
半
集
合
〜
午
後
四
時
解

散
（
雨
天
決
行
）
▼
と
こ
ろ
＝

紀
泉
わ
い
わ
い
村
▼
内
容
＝
笊

畑
作
り
、
野
菜
た
っ
ぷ
り
ス
ー

プ
等
笆
蔦
取
り
、
豚
汁
作
り
等

笳
間
伐
材
の
運
搬
、
餅
つ
き
、

ク
ラ
フ
ト
等
▼
費
用
＝
各
行
事

に
一
人
（
三
歳
以
上
）
六
〇
〇

円
当
日
集
金
（
保
険
代
含
む
）

▼
申
込
み
＝
八
月
二
十
日
貊
ま

で
に
電
話
・
F
A
X
ま
た
は
、

E
メ
ー
ル
に
参
加
者
全
員
の
氏

名
・
住
所
・
電
話
番
号
・
子
ど

も
の
年
齢
・
参
加
希
望
番
号
を

記
入
の
上
、
子
育
て
サ
ー
ク
ル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
小
さ
い
友
の

会
」
寺
田
迄
（e-m

ail:b
k
aov

309@
rin
k
u
.zaq
.n
e.jp

／
薀
・

蕭
祚
１
２
３
３
）
▼
問
合
せ
＝

生
涯
学
習
課
（
内
線
二
四
七
）

壊
れ
た
お
も
ち
ゃ
を
直
す

「
お
も
ち
ゃ
の
病
院
」
を
開
院
。

▼
と
き
＝
八
月
二
十
八
日
貍
〜

十
二
月
二
十
五
日
貍
迄
の
毎
月

第
四
土
曜
日
午
前
十
時
〜
午
後

三
時
▼
と
こ
ろ
＝
樽
井
区
民
セ

ン
タ
ー
二
階
▼
費
用
＝
無
料

（
部
品
交
換
等
の
実
費
は
頂
き
ま

す
。）
▼
そ
の
他
＝
診
断
し
て
直

せ
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。
▼

問
合
せ
＝
生
涯
学
習
課
（
内
線

二
四
七
）

民
話
の
朗
読
会
を
開
催
し
ま

す
。
泉
南
案
内
人
の
方
の
説
明

も
あ
り
ま
す
。
▼
と
き
＝
八
月

二
十
二
日
豸
午
後
一
時
半
〜
▼

と
こ
ろ
＝
新
家
山
田
家
▼
内

容
＝
小
板
屋
小
十
郎
の
最
期
、

く
わ
ば
ら
く
わ
ば
ら
▼
問
合

せ
＝
生
涯
学
習
課
（
内
線
二
一

七
）

A
B
C
委
員
会
文
化
推
進
事

業
部
で
は
、
出
演
者
（
団
体
・

個
人
）
を
募
集
し
ま
す
。
▼
と

き
＝
九
月
二
十
六
日
豸
午
後
七

時
〜
八
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
一
岡

神
社
境
内
（
信
達
大
苗
代
）
▼

申
込
み
＝
八
月
二
十
五
日
貉
迄

に
生
涯
学
習
課
及
び
各
公
民
館

備
え
付
け
の
申
込
用
紙
で
生
涯

学
習
課
迄
※
応
募
多
数
の
場
合

は
調
整
し
ま
す
。
▼
問
合
せ
＝

生
涯
学
習
課
（
内
線
二
四
七
）

泉
南
市
青
少
年
吹
奏
楽
団
の

調
べ
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
＝
八
月
二
十
二
日
豸
午

後
一
時
半
開
場
二
時
開
演
▼
と

こ
ろ
＝
文
化
ホ
ー
ル
▼
曲
目
＝

山
田
耕
筰
歌
曲
メ
ド
レ
ー
、
山

口
百
恵
ヒ
ッ
ト
曲
集
他
▼
入
場

料
＝
無
料
▼
問
合
せ
＝
生
涯
学

習
課
（
内
線
二
五
三
）

８

新
成
人
の
主
張
を
し

て
み
ま
せ
ん
か

「
市
民
の
自
然
教
室
」

開
催
の
お
知
ら
せ

紀
泉
わ
い
わ
い
村
で

遊
ぼ
う

お
も
ち
ゃ
の
病
院

観
月
コ
ン
サ
ー
ト
に

出
演
し
て
み
ま
せ
ん
か

庄
屋
屋
敷
で
泉
州
の

民
話
を
聞
こ
う

創
設
二
十
周
年
記
念
第

三
十
九
回
定
期
演
奏
会

第１３回泉州南合併
協議会を開催します
▼とき＝９月１日貉午後２時

から

▼ところ＝泉佐野市立文化会

館（泉の森ホール）２階　レ

セプションホール（泉佐野市

市場東１－２９５－１）

▼その他 ＝協議会はどなたで

も傍聴できます。傍聴受付は

午後１時３０分から、先着順

で１００名を予定していま

す。ご来場の際は公共交通機

関をご利用願います。

▼問合せ＝泉州南合併協議会

事務局（薀磬６４４４）

▼とき＝１０月１６日貍開場午後１時３０分、開演２時
▼ところ＝文化ホール（全席自由）
▼出演者＝角川　博、他
▼入場料＝一般３，０００円（当日３，５００円）割引
２，５００円（当日３，０００円）
▼割引対象＝高校生以下、６０歳以上、障害者の方及び
介護者（生年月日や障害者手帳など、確認できるものを
持参ください。※代理人がチケットを購入する際も委任
者のものが必要です。）
▼チケット販売＝図書館２階事務所で、午前１０時～午
後５時（月曜、祝日を除く）
▼問合せ＝文化ホール（薀祗７７６７）



が
重
複
し
て
い
る
二
十
歳
以
上
の
方
に

支
給
さ
れ
ま
す
。（
た
だ
し
、
施
設
に
入

所
し
て
い
る
方
や
、
病
院
に
三
ヶ
月
を

超
え
て
継
続
入
院
し
て
い
る
方
、
所
得

が
一
定
額
以
上
の
方
は
除
き
ま
す
。）
▼

手
当
額
＝
月
額
二
六
、
五
二
〇
円
▼
手

続
き
＝
所
定
の
手
当
認
定
用
診
断
書
を

添
え
て
、
高
齢
障
害
福
祉
課
に
申
請
。

審
査
の
上
、
決
定
し
ま
す
。
▼
問
合

せ
＝
高
齢
障
害
福
祉
課
（
内
線
三
〇
九
）

身
体
障
害
者
手
帳
一
級
か
二
級
の
一

部
、
療
育
手
帳
Ａ
の
う
ち
最
重
度
な
ど

の
二
十
歳
未
満
の
児
童
で
日
常
生
活
に

お
い
て
常
時
介
護
を
必
要
と
す
る
方
に

支
給
さ
れ
ま
す
。（
た
だ
し
、
施
設
に
入

所
し
て
い
る
方
や
、
障
害
を
事
由
と
す

る
公
的
年
金
受
給
中
の
場
合
、
所
得
が

一
定
額
以
上
の
方
は
除
き
ま
す
。）
▼
手

当
額
＝
月
額
一
四
、
四
三
〇
円
▼
手
続

き
＝
所
定
の
手
当
認
定
用
診
断
書
を
添

え
て
、
高
齢
障
害
福
祉
課
に
申
請
。
審

査
の
上
決
定
し
ま
す
。
▼
問
合
せ
＝
高

齢
障
害
福
祉
課
（
内
線
三
〇
九
）

重
度
の
身
体
障
害
（
一
・
二
級
）
と

重
度
の
知
的
障
害
（
療
育
手
帳
Ａ
）
を

併
せ
持
つ
重
度
障
害
者
（
児
）
の
介
護

者
に
支
給
さ
れ
ま
す
。（
た
だ
し
、
特
別

障
害
者
手
当
と
の
併
給
は
で
き
ま
せ

ん
。）
▼
手
当
額
＝
月
額
一
〇
、
〇
〇
〇

円
▼
申
請
問
合
せ
＝
高
齢
障
害
福
祉
課

（
内
線
三
〇
九
）

11

毎月第3木曜日 
午後2時～4時 

人権ふれあい 
センター内 
人権協会 

納税課 
薀83-0001 
（内線233） 

8月19日、26日貅 
午前9時15分～11時45分 
※申込みは実施日前日にお電話 
　で午前9:00から先着10人受付 

市役所別館 
一階会議室 

市役所別館 
一階会議室 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

法律相談 

行政相談 
家庭児童 
　　相談室 
薀85-1586

児童相談 

知的障害者相談 

市役所 
児童福祉課 

市役所納税課 

児童福祉課 
薀83-0001 
（内線242） 

家庭児童 
　　相談室 
薀85-1586

高齢障害福祉課 
薀83-0001 
（内線288） 

母子相談 

社会福祉 
　　協議会 
薀82-1027

心配ごと相談 毎週木曜日 午前9時～正午 

毎月第4金曜日 
午前9時半～正午 

月～土曜日 
執務時間中 

教育相談室 教育相談室 
薀83-3755

人権協会 
薀85-1401

農業委員会事務局 
薀83-0001 
（内線551） 

教育相談 
月～土曜日の 
　午前９時～ 
　午後５時 
月～土曜日の 
　午前９時～ 
　午後５時 

月～金曜日の 
　午前10時～ 
　午後４時 

月～金曜日の 
午前10時～午後4時 
来所の場合は要予約 

農事相談 

進路支援（奨学金等）相談 

障害者等住宅改造相談 

毎月第2木曜日 
午後1時～4時 

人権ふれあい 
センター内 
人権協会 

毎月第3水曜日 
午後1時～4時 

市役所 
市民相談室 

人権協会 
薀85-1401

市役所別館 
消費生活センター 

　市役所・別館 
　消費生活センター 
　（要電話予約） 

市役所別館 
地域振興課 

市役所別館 
一階会議室 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

消費者相談 

毎週木曜日 
午後1時30分 
　～4時30分 

毎週月・木曜日 
午前9時 
～午後5時15分 
毎月第1・3 
木曜日午前10時～正午 
事前予約が必要です 

毎月第2・4 
金曜日 
午前10時～正午 

泉南ぴあ 
センター 
薀82-1027

月～金曜日 
執務時間中 

月～金曜日 
午後1時～4時 

市役所別館 
地域振興課 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

市民相談 

月～金曜日 
執務時間中 

人権ふれあいセンター内 
地域就労支援センター 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

地域就労支援センター 
薀85-1401 
薀83-6447

課税課 
薀83-0001 
（内線352） 

ハローワーク情報 

労働相談 

税の相談 

相談名 と　き ところ 問合せ 相談名 と　き ところ 問合せ 

子ども相談 
（家庭児童相談） 

毎週月曜・坂口医師 
毎月第2、4木曜・ 
　　　　　西森医師 
時間は午後1時半～3時 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
センター 
薀85-0707健康相談 

高齢者・障害者のための 

就労支援相談 

総合生活相談 

夜間納税相談 

市の主な行事を 
いつでもお聞き 
いただけます 

テレフォンサービス 
薀 
82－4111

毎月10日（土日祝 
日は翌執務日） 
午後５時半～８時 

障
害
児
福
祉
手
当

に
つ
い
て

大
阪
府
重
度
障
害
者

介
護
手
当
に
つ
い
て

関西国際空港情報：№51

関空１０周年

夏祭り！
この夏はイベント盛

りだくさんの関空へ遊
びに行こう。
▼とき・内容
▽８月８日豸
関空ドラゴンボート大
会「世界のダンス・音
楽が大集合！」
▽８月２８日貍、２９
日豸
縁日、キャラクターシ
ョーなど
▽９月４日貍（開港日）
盆踊り、「みんなで
１０周年！！」など

※国土交通省による社
会実験として、来年２
月２８日まで関空連絡
橋通行料を引き下げま
す。
▼イベント等に関する
詳細はホームページで
http://www.kansai-airp
ort.or.jp
▼問合せ＝10周年記念
事業事務局薀５５－２
１７４

年
に
一
回
対
象
と
な
る
障
害
を
お
持

ち
の
方
々
に
支
給
し
て
参
り
ま
し
た

「
障
害
者
（
児
）
給
付
金
」
並
び
に
「
重

度
障
害
者
介
護
者
激
励
金
」
事
業
に
つ

い
て
、
個
人
給
付
的
事
業
の
見
直
し
の

観
点
か
ら
、
平
成
十
五
年
度
で
廃
止
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
本
市
と
い
た

し
ま
し
て
、
支
援
費
制
度
を
は
じ
め
と

す
る
既
存
障
害
者
施
策
の
一
層
の
拡
充

を
図
る
と
と
も
に
、
障
害
者
が
自
立
し

て
生
き
て
い
け
る
地
域
社
会
の
実
現
を

め
ざ
し
福
祉
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
の
で
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
▼
問
合
せ
＝
高
齢

障
害
福
祉
課
（
内
線
三
〇
九
）

国
民
健
康
保
険
で
は
、
住
民
税
非
課

税
世
帯
を
対
象
に
次
の
よ
う
な
医
療
費

の
減
額
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
該
当

す
る
方
は
保
険
証
と
印
鑑
を
持
参
の
う

え
申
請
し
て
下
さ
い
。

▼
国
民
健
康
保
険
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証

食
事
代
の
自
己
負
担
額
（
通
常
・
一
日

当
り
七
八
〇
円
）
が
六
五
〇
円
、
ま
た

は
五
〇
〇
円
に
そ
れ
ぞ
れ
減
額
さ
れ
ま

す
。
交
付
対
象
者
は
住
民
税
非
課
税
世

帯
で
、
七
十
歳
未
満
の
方
で
す
。

▼
国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証

同
一
の
医
療
機
関
で
一
ケ
月
間
の
入
院

時
保
険
診
療
分
医
療
費
の
一
部
負
担
金

の
上
限
（
一
般
・
四
〇
、
二
〇
〇
円
）

が
二
四
、
六
〇
〇
円
、
ま
た
は
一
五
、

〇
〇
〇
円
に
減
額
さ
れ
ま
す
。
交
付
対

象
者
は
、
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者

証
を
お
持
ち
の
住
民
税
非
課
税
世
帯
の

方
で
す
▼
問
合
せ
＝
国
保
年
金
課
（
内

線
二
九
一
・
三
八
〇
）

自
営
業
や
農
業
等
の
第
一
号
被
保
険

者
の
方
は
、
毎
月
の
保
険
料
を
納
期
限

ま
で
に
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
被
保
険
者
期
間
中
に
「
つ

い
う
っ
か
り
」
の
未
納
期
間
が
あ
り
ま

す
と
、
万
一
の
事
故
の
時
に
障
害
基
礎

年
金
、
遺
族
基
礎
年
金
等
が
受
け
ら
れ

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
納
期

限
か
ら
二
年
を
過
ぎ
る
と
納
め
た
く
て

も
納
め
ら
れ
ず
、
将
来
、
老
齢
基
礎
年

金
を
受
け
ら
れ
な
い
事
に
も
な
り
か
ね

ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ

う
、
保
険
料
は
必
ず
納
期
限
ま
で
に
納

め
、
未
納
期
間
を
つ
く
ら
な
い
よ
う
に

し
、
年
金
の
受
給
権
を
し
っ
か
り
と
確

保
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
年
金
手
帳
を
お
持
ち
の
方
へ
＝
年
金

手
帳
は
大
切
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
就
職
し
た
時
は
必
ず
、
年
金
手
帳

を
事
業
所
に
提
示
す
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。
▼
問
合
せ
＝
国
保
年
金
課
（
内

線
二
五
二
）

家
庭
に
お
け
る
生
活
の
安
定
と
次
代

の
社
会
を
担
う
児
童
の
健
全
な
育
成
及

び
資
質
の
向
上
を
目
的
に
、
児
童
を
養

育
し
て
い
る
人
に
手
当
を
支
給
し
て
い

ま
す
。
▼
支
給
対
象
＝
小
学
校
第
三
学

年
修
了
前
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
。

但
し
、
所
得
が
一
定
額
以
上
の
場
合
に

は
、
所
得
制
限
に
よ
り
支
給
さ
れ
ま
せ

ん
▼
小
学
校
一
年
生
か
ら
三
年
生
の
児

童
を
養
育
さ
れ
て
い
る
方
に
つ
い
て
＝

今
回
の
児
童
手
当
法
の
改
正
に
よ
り
、

新
た
に
支
給
対
象
と
な
る
児
童
は
平
成

七
年
四
月
二
日
か
ら
平
成
十
年
四
月
一

日
生
ま
れ
の
児
童
で
す
。
但
し
、
手
当

の
受
給
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。（
公
務

員
の
方
は
勤
務
先
で
の
申
請
に
な
り
ま

す
）
現
在
受
給
さ
れ
て
い
る
方
も
、
額

改
定
請
求
を
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

三
月
末
時
点
で
受
給
さ
れ
て
い
る
新
小

学
校
一
年
生
に
つ
い
て
は
、
申
請
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
▼
受
付
期
間
＝
九
月

末
ま
で
に
申
請
の
方
は
、
四
月
分
か
ら

支
給
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
以
降
に
申
請
さ

れ
た
方
は
、
申
請
月
の
翌
月
か
ら
支
給

と
な
り
ま
す
▼
手
当
の
額
（
月
額
）
＝

第
一
子
、
第
二
子
は
五
、
〇
〇
〇
円
、

第
三
子
以
降
は
一
〇
、
〇
〇
〇
円
▼
手

続
き
に
必
要
な
も
の
＝
印
鑑
、
請
求
者

（
家
庭
に
お
け
る
生
計
の
中
心
者
）
名
義

の
銀
行
等
の
通
帳
（
現
在
児
童
手
当
等

を
受
給
し
て
い
な
い
方
の
み
）、
請
求
者

の
健
康
保
険
証
の
写
し
（
厚
生
年
金
等

加
入
の
方
の
み
）
▼
問
合
せ
＝
児
童
福

祉
課
（
内
線
三
二
五
）

身
体
障
害
者
手
帳
一
級
、
二
級
程
度

以
上
の
異
な
る
障
害
が
重
複
し
て
い
る

方
や
、
こ
れ
ら
の
障
害
と
日
常
生
活
で

の
動
作
お
よ
び
行
動
が
困
難
で
あ
り
常

時
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る
精
神
の

障
害
（
最
重
度
の
知
的
障
害
者
含
む
）
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障
害
者（
児
）に
係
る
個
人
給

付
的
事
業
の
廃
止
に
つ
い
て

児
童
手
当
等
の
支
給
対
　

象
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た

特
別
障
害
者
手
当

に
つ
い
て

医
療
費
の
減
額
制
度

に
つ
い
て

国
民
年
金
の
保
険
料
は

納
め
ま
し
た
か



い
方
は
、
住
所
の
確
認
で
き
る
も
の
（
免

許
証
、
保
険
証
、
本
人
宛
に
届
い
た
手
紙

等
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
八
月
の
か
し
の
き
号
の
巡
回
は
、
車
両

点
検
・
整
備
及
び
図
書
整
備
の
た
め
運
休

い
た
し
ま
す
。
運
休
期
間
中
は
、
図
書
館

本
館
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
▼
問
合
せ
＝

図
書
館
（
薀
祗
７
７
６
６
）

平
成
十
三
年
度
に
創
設
し
ま
し
た
「
泉

南
市
環
境
実
践
ア
イ
デ
ィ
ア
大
賞
」
も
、

今
回
で
第
四
回
目
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

過
去
、
数
多
く
の
素
晴
ら
し
い
実
践
ア

イ
デ
ィ
ア
を
ご
応
募
い
た
だ
き
、
大
変
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
地
球
温
暖

化
・
水
質
汚
濁
な
ど
の
地
球
規
模
の
環
境

問
題
は
、
私
た
ち
の
身
近
な
問
題
と
し
て

関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
家
庭
で
行
う

省
エ
ネ
、
リ
サ
イ
ク
ル
、
ま
た
水
周
り
で

の
工
夫
を
実
践
す
る
こ
と
で
、
環
境
悪
化

の
防
止
に
つ
な
が
る
も
の
と
信
じ
、
今
年

度
も
下
記
要
領
で
環
境
実
践
ア
イ
デ
ィ
ア

を
募
集
い
た
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格
＝
市
内
在
住
、
在
勤
者
の
ア

イ
デ
ィ
ア
に
限
る
。（
個
人
、
団
体
、
法

人
は
問
い
ま
せ
ん
。）

▼
応
募
方
法
＝
ハ
ガ
キ
ま
た
は
、
封
書
に

実
践
ア
イ
デ
ィ
ア
（
様
式
は
自
由
）
と
住

所
、
氏
名
（
団
体
名
、
法
人
名
）、
電
話

番
号
を
記
入
の
上
、
〒
五
九
〇
・
〇
五
九

二
（
住
所
不
要
）
泉
南
市
役
所
環
境
整
備

課
ま
で
。

▼
応
募
期
間
＝
平
成
十
六
年
十
一
月
末
日

ま
で
。

▼
表
彰
＝
個
人
、
団
体
の
部
門
別
に
▽
ア

イ
デ
ィ
ア
大
賞
（
一
人
）
▽
優
秀
作
（
一

人
）
▽
入
選
（
一
人
）
を
一
月
頃
に
発
表

す
る
予
定
で
す
。

▼
問
合
せ
＝
環
境
整
備
課（
内
線
三
五
八
）

現
在
、
老
朽
化
に
伴
う
建
替
工
事
の
た

め
、
西
信
達
火
葬
場
の
業
務
を
休
止
し
て

お
り
ま
す
。
工
事
中
は
、
樽
井
火
葬
場
で

の
受
付
分
（
一
日
二
体
）
以
上
は
、
泉
佐

野
市
・
田
尻
町
・
阪
南
市
の
各
火
葬
場
を

ご
利
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
利
用
料
金
に
つ
い
て
は
、
泉

南
市
民
の
方
は
、
西
信
達
火
葬
場
の
利
用

料
金
と
同
額
で
す
。
ご
不
便
を
お
か
け
い

た
し
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
市
民
生
活
環
境
部
　
環
境
整

備
課
（
内
線
三
五
八
）

本
年
七
月
三
十
一
日
現
在
で
、
常
用
労

働
者
一
〜
四
人
を
雇
用
す
る
事
業
所
を
対

象
に
毎
月
勤
労
統
計
調
査
「
特
別
調
査
」

を
実
施
し
ま
す
。
調
査
対
象
と
な
る
事
業

所
に
は
、
八
月
上
旬
か
ら
知
事
が
任
命
し

た
統
計
調
査
員
が
お
訪
ね
し
ま
す
の
で
、

調
査
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
大
阪
府
企
画
調
整
部
統
計
課

薀
０
６
・
６
９
４
１
・
０
３
５
１
（
内
線

２
３
３
５
）
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珈 笆 笳 玻 珀 珥 珮
　 笶 筐 瑯 琥 珸 琲
琺 筅 筵 瑟 瑙 筧 筰
筱 筬 筮 箝 箘 箟 璋
璞 箚 箋 珈 玳 珎 玻
珀 笞 笵  

8月1日～9月7日・薀祚２６２７ 
□‥‥開館日 
●‥‥休館日 
※受付時間 
（午前9:15～午後7:00） 
※利用料金 
▽大　人　＝　500円 
▽高校生　＝　300円 
▽小・中学生＝200円 
▽高齢者　＝　250円 

珈縒笳玻珀珥珮
珞繦筐瑯琥珸琲
琺縺筵瑟瑙瑁瑜
瑩繹筮瑪瑶瑾璋
璞繽箋珈玳珎玻
珀縋笵  

珈縒笳玻珀珥珮
珞繦筐瑯琥珸琲
琺縺筵瑟瑙瑁瑜
瑩繹筮瑪瑶瑾璋
璞繽箋珈玳珎玻
珀縋笵  

※体育館をご利用いただく場合は、 
　必ず、上ぐつをご持参ください 

8月1日～9月7日・薀祗１０００ 

※８月８日は、受付時間が午後４時まで、利用時間 
      が午後４時半までとなりますのでご注意ください。 

※開館時間は、午前9時～午後10時 
　（早く閉館する場合があります） 

8月1日～9月7日・薀祟４３６１ 

８ 

第
四
回
泉
南
市
環
境
実
践

ア
イ
デ
ィ
ア
大
賞
を
募
集
！

西
信
達
火
葬
場
の
業
務

休
止
の
お
知
ら
せ

毎
月
勤
労
統
計
調
査
「
特
別

調
査
」
に
ご
協
力
を

泉南市選挙管理委員会では次のとお

り、１０月２４日に執行される予定の

泉南市議会議員一般選挙の立候補予定

者説明会を開催します。

▼とき＝９月１日貉午後１時半～

▼ところ＝泉南市立総合福祉センター

（あいぴあ泉南）一階大会議室

▼その他＝泉南市議会議員一般選挙の

執行予定日は１０月２４日豸です。

▼問合せ＝泉

南市選挙管理

委員会事務局

薀祟０００１

（内線２６０）

老
人
保
健
医
療
受
給
者
の
方
で
、「
老

人
医
療
の
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
」の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
は
、

七
月
末
日
で
有
効
期
限
満
了
と
な
り
ま
す

の
で
、
引
き
続
き
交
付
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
、更
新
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
更
新
手
続
き
に
必
要
な
も
の
＝
笊
健
康

保
険
証
及
び
老
人
保
健
医
療
受
給
者
証
笆

現
在
お
持
ち
の
「
老
人
医
療
の
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
笳
平
成

十
五
年
八
月
一
日
以
降
、
通
算
で
九
十
日

以
上
入
院
し
た
方
は
、
入
院
し
た
こ
と
を

証
明
す
る
医
療
機
関
発
行
の
入
院
費
領
収

書
（
但
し
、
介
護
保
険
適
用
分
は
含
み
ま

せ
ん
。）
笘
老
齢
福
祉
年
金
受
給
者
の
方

は
老
齢
福
祉
年
金
証
書

▼
申
請
期
限
＝
八
月
二
十
日
貊
（
期
限
ま

で
に
申
請
が
な
け
れ
ば
、
減
額
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
な
い
期
間
が
発
生
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。）

▼
そ
の
他
＝
認
定
証
は
、
今
年
度
に
お
い

て
も
引
き
続
き
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

の
み
に
交
付
さ
れ
ま
す
。
▼
問
合
せ
＝
生

活
福
祉
課
（
内
線
三
一
〇
）

現
在
、（
仮
称
）
泉
南
市
次
世
代
育
成

支
援
地
域
行
動
計
画
を
策
定
中
で
す
。
こ

の
計
画
は
、
法
律
で
定
め
ら
れ
た
少
子
化

対
策
で
、
平
成
十
七
年
度
か
ら
の
十
年
間

で
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
か
を
自
治

体
ご
と
に
計
画
を
策
定
し
よ
う
と
い
う
も

の
で
す
。
泉
南
市
で
は
、
委
員
会
を
設
置

し
、
行
動
計
画
策
定
に
向
け
て
の
検
討
、

ニ
ー
ズ
調
査
の
実
施
等
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
さ
ら
に
幅
広
い
市
民
の
方
の
意
見
を

行
動
計
画
に
反
映
さ
せ
る
た
め
子
育
て
・

子
育
ち
支
援
に
つ
い
て
の
ご
意
見
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
▼
提
出
方
法
＝
「
子
育
て

環
境
・
子
育
て
支
援
」
と
明
記
の
上
Ｅ
メ

ー
ル
、
F
A
X
又
は
郵
便
で
〒
五
九
〇
・

〇
五
九
二
（
住
所
不
要
）
泉
南
市
児
童
福

祉
課
ま
で
／
蕭
祟
７
６
６
７
／
Ｅ
メ
ー

ル：
jidou-f@

city.sennan.lg.jp

▼
問
合

せ
＝
児
童
福
祉
課
（
内
線
二
八
一
）

泉
南
市
立
小
・
中
学
校
に
通
学
し
て
い

る
児
童
生
徒
の
保
護
者
の
方
で
、
就
学
援

助
費
を
申
請
さ
れ
、
受
給
認
定
さ
れ
た
方

の
前
期
分
の
支
給
日
は
八
月
十
一
日
貉

で
、
申
請
者
指
定
の
金
融
機
関
へ
振
込
に

て
支
給
し
ま
す
。
▼
問
合
せ
＝
学
務
課

（
内
線
二
九
七
）

泉
南
市
教
育
委
員
会
で
は
、
教
育
問
題

審
議
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
審
議
会
に

は
三
つ
の
専
門
部
会
が
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
第
五
回
専
門
部
会
の
日
程
と
第
三
回

審
議
会
の
日
程
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

公
聴
の
申
込
・
問
合
せ
は
教
育
総
務
課
ま

で
。

▼
問
合
せ
＝
教
育
総
務
課（
内
線
二
五
四
）

移
動
図
書
館
・
か
し
の
き
号
は
、
お
と

な
の
本
と
子
ど
も
の
本（
約
二
六
〇
〇
冊
）

を
積
ん
で
、
市
内
十
二
カ
所
の
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
を
月
に
二
回
ず
つ
巡
回
し
て
い
ま

す
。
か
し
の
き
号
で
は
、
お
一
人
に
つ
き

八
冊
ま
で
本
を
借
り
て
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。
巡
回
場
所
、
日
時
は
下
記
巡

回
日
程
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
但
し
、
大

雨
洪
水
警
報
発
令
時
等
、
気
象
状
況
に
よ

り
、巡
回
を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
本
を
借
り
ら
れ
る
方
は
、
図
書

館
の
貸
出
券
が
必
要
で
す
。
お
持
ち
で
な
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鳴滝第２小学校 

楠台１号公園 

サンハイツ和泉砂川 

ファミール南大阪 

関空山の手台 

砂川老人集会場 

青少年センター 

一丘団地 

ルナりんくう 

八幡山自治会館 

浜老人集会場 

西信達公民館 

8月 9月 
2:00～ 
2:45

2:00～ 
2:45

2:00～ 
2:30

3:15～ 
4:00

3:15～ 
4:00

3:00～ 
4:00

2:00～ 
2:30

2:00～ 
2:45

2:00～ 
2:45

3:00～ 
4:00

3:00～ 
3:45

3:00～ 
4:00

8月1日～9月7日・薀祗７７６６ 

贓 

贓 

賍 

賍 

贔 

贔 

贓 

贓 

賍 

賍 

贔 

贔 

① 澎 
① 澎 
滷 澑 
滷 澑 
③ ⑰ 
③ ⑰ 

9月 

 
  
  
  
  
  

  
  
  
  
  
  

8月 

潯 澤 
潯 澤 
潛 箝 
潛 箝 
⑩ 濆 
⑩ 濆 

●は土曜日の巡回です 

巡
回
は
お
休
み
で
す 

巡
回
は
お
休
み
で
す 

珈笆珎玻珀珥珮
珞笶琅瑯琥珸琲
琺筅琿瑟瑙瑁瑜
瑩筬瑣瑪瑶瑾璋
璞箚箋珈玳珎玻
珀笞珮  

老
人
保
健
の
減
額

認
定
証
有
効
期
限
が
満
了

こ
ん
な
街
で
子
育
て

し
た
い
ね
ん
！
ご
意
見
募
集

就
学
援
助
費
前
期
分
の

支
給
に
つ
い
て

教
育
問
題
審
議
会

開
催
に
つ
い
て

か
し
の
き
号
か
ら
の

お
知
ら
せ



本
市
で
は
、
八
月
二
十
二
日
豸
に
実
施
す
る

「
泉
南
市
の
合
併
に
つ
い
て
の
意
思
を
問
う
住

民
投
票
」
を
控
え
て
、
市
町
村
合
併
に
対
す

る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
み

な
さ
ん
の
判
断
の
一
助
と
す
る
た
め
、
左
記

の
日
程
で
「
市
町
村
合
併
に
関
す
る
市
民
説

明
会
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、

多
く
の
市
民
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
願
い
し

ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
政
策
推
進
課
（
内
線
二
八
七
）

夏
休
み
を
迎
え
、
水
泳
、
水
遊
び
マ
リ
ン

ス
ポ
ー
ツ
が
本
格
化
す
る
季
節
が
や
っ
て

き
ま
し
た
。
水
の
事
故
を
起
こ
さ
な
い
た

め
に
も
次
の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

▼
子
ど
も
だ
け
の
水
遊
び
は
し
な
い

池
や
川
は
非
常
に
危
険
で
す
。
子
ど
も
だ

け
で
は
池
や
川
に
行
か
な
い
よ
う
に
、
保

護
者
の
方
も
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
天
気
の
悪
い
と
き
や
、
波
の
高
い
と
き

は
泳
が
な
い

急
に
水
が
増
え
た
り
、流
れ
が
速
く
な
り
、

非
常
に
危
険
で
す
。
保
護
者
の
皆
さ
ん
、

無
理
な
行
楽
の
計
画
は
控
え
、
天
候
の
悪

い
と
き
は
延
期
し
ま
し
ょ
う
。

▼
遊
泳
禁
止
場
所
や
池
な
ど
で
は
泳
が
な

いた
め
池
は
非
常
に
危
険
な
の
で
、
絶
対
に

泳
が
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
水
に
入
る
前
は
十
分
に
準
備
体
操
を
し

ま
し
ょ
う
。

▼
飲
酒
後
は
泳
が
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

▼
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
は
、
ル
ー
ル
や
マ
ナ

ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
せ
＝
泉
南
警

察
署
　
薀
磚
１
２
３

４
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月　　日豸は、住民投票の投票日です。

あなたの一票が泉南市の将来をかえる大切な一票となりま
すので、ぜひ投票に行きましょう。

水
の
事
故
に
注
意

し
ま
し
ょ
う

「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
」「
緊
急
時
対
応

サ
ー
ビ
ス
の
設
置
」
等
を
設
け
た
高
齢
者

向
け
の
賃
貸
住
宅
を
整
備
す
る
場
合
、
整

備
費
や
家
賃
の
一
部
補
助
が
あ
り
ま
す
。

▼
受
付
期
間
＝
平
成
十
六
年
九
月
六
日
豺

〜
十
日
貊
▼
申
込
方
法
＝
整
備
基
準
等
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス：

h
ttp
://w

w
w
.

p
ref.osak

a.jp
/ju
m
ach
i/k
oy
u
ch
in

/in
d
ex
.h
tm
l

▼
問
合
せ
＝
大
阪
府
建
築

都
市
部
住
宅
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
民
間
住

宅
助
成
グ
ル
ー
プ
薀
０
６
・
６
９
４
１
・

０
３
５
１
（
内
線
３
０
３
３
）

経
済
産
業
省
で
は
夏
場
に
電
気
事
故
が

多
く
発
生
す
る
た
め
、
八
月
を
電
気
使
用

安
全
月
間
と
し
、
全
国
的
に
電
気
使
用
安

全
活
動
を
よ
り
盛
り
上
げ
る
た
め
の
運
動

を
展
開
し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
、
日

頃
か
ら
身
の

ま
わ
り
の
電

気
安
全
を
心

が
け
ま
し
ょ

う
。

14

本校では、基礎学力充実のための“学習意欲”を高めるという目的で、３

年前から「自己選択学習」を始めました。５月から１１月までの前期の期間、

毎週水曜日の５時間目に３年生以上の縦割り集団で学習をしています。毎年、

子どもたちの実態や興味・関心からコーナーを設定し、子どもたち自身がや

りたいと思う活動をできるように工夫しています。そして、その全てのコー

ナーに外部指導者の方を迎え、本物との出会いを大切にしています。

今年度は「聞いて聞いて音読」「どんどこ太鼓」「ああなつかしの昔遊び」

「ハッピィハッピィイングリッシュ」「エブリバディダンス」「やってみよう手

話」「ドレミファミュージック」「おもしろ科学

に挑戦しよう」の８コーナーを設定し、毎週楽しく活動しています。自分が

やりたい課題を選び、その課題が達成できるようにがんばることは、今、子

どもたちに一番大切な活動ではないでしょうか。

鳴滝第二小学校では“地域に開かれた学校”をめざしてとりくみをしていま

すが、そんな思いにたくさんの地域の方や専門的な技量をもった方が協力し

てくれます。これからも学校は地域と保護者の協力を得て、子どもたちに確

かな学力をつけていきたいと考えます。

▼問合せ＝指導課　（内線３５９）

”夢一座”のみなさんと銭太鼓

の練習をしています。

手話サークル”たまねぎ”の方に

手話を教えてもらっています。

土
地
を
活
用
し
ま
せ
ん
か

八
月
は
電
気
使
用

安
全
月
間
で
す

広告掲載枠です。
内容については、今月号の広報せんなんをご覧ください。

広告掲載枠です。
内容については、今月号の広報せんなんをご覧ください。



平
成
十
六
年
七
月
一
日
か
ら
、
次
の
区

域
が
新
し
く
水
洗
化
で
き
る
区
域
に
追
加

さ
れ
ま
し
た
。

信
達
市
場
、
北
野
一
丁
目
、
中
小
路
二
丁

目
、
樽
井
四
丁
目
、
岡
田
三
丁
目
、
岡
田

五
丁
目
の
各
一
部
区
域
で
す
。
※
詳
細
は

下
の
図
を
ご
参
照
く
だ
さ
い

公
共
下
水
道
が
使
用
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
日
か
ら
、
３
年
以
内
に
水
洗
ト
イ
レ

に
改
造
す
る
よ
う
下
水
道
法
で
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
下
水
道
の
利
用
で
き
る

地
域
の
ご
家
庭
は
、
一
日
も
早
く
水
洗
化

ト
イ
レ
へ
改
造
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ご
家
庭
の
ト
イ
レ
の
水
洗
化
等
の
排
水

設
備
の
改
造
工
事
は
、
正
し
く
行
わ
れ
る

よ
う
に
市
が
指
定
し
た
排
水
設
備
工
事
公

認
業
者
で
な
け
れ
ば
施
工
で
き
ま
せ
ん
。

公
認
業
者
は
、
市
へ
の
届
け
出
な
ど
、
必

要
な
手
続
き
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
代
わ
っ

て
行
い
ま
す
。

市
で
は
、
ト
イ
レ
の
水
洗
化
を
促
進
す

る
た
め
、
金
融
機
関
か
ら
の
融
資
あ
っ
せ

ん
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
水
洗
ト
イ
レ

改
造
工
事
一
件
に
つ
き
、
五
十
万
円
ま
で

融
資
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

下
水
管
に
た
ま
っ
た
汚
泥
の
し
ゅ
ん
せ

つ
や
破
損
し
た
下
水
管
の
修
理
、
終
末
処

理
場
の
維
持
管
理
な
ど
必
要
な
経
費
の
一

部
を
利
用
者
の
方
に
負
担
し
て
い
た
だ
く

の
が
、
下
水
道
使
用
料
で
す
。
料
金
は
、

基
本
的
に
水
道
使
用
料
に
応
じ
て
決
ま

り
、
水
道
料
金
と
一
緒
に
納
め
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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公
共
下
水
道
は
、
健
康
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
に
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。
泉

南
市
で
は
、
今
後
も
整
備
地
区
の
拡
大
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
下
水
道
課
　
薀
祟
０
０
０
１
（
内
線
５
３
０
）

この図面は参考図です。詳細は下水道課へお問い合せください。

16

春のチューリップの花摘み取り園

完成予想図ですので、実際とは異なる場合があります。

完成予想図

秋のコスモスの花摘み取り園

泉南市では、（仮称）泉南市農業公園

内で、平成１５・１６年の２年間に春に

はチューリップ、秋にはコスモスの花摘

み取り園を行ってまいりましたが、平成

１７年度に（仮称）泉南市農業公園の正

式オープンを予定しています。つきまし

ては、自然とふれあう憩いの場となるべ

く農業公園の名称（愛称）を市民の皆様

より広く募集させて頂くことになりまし

た。

▼応募方法＝９月１７日貊（必着）で、

住所・氏名・年齢・名称（愛称）を明記

の上、官製ハガキかＥメールにてご応募

ください。また、ご意見等も併せてお願

いします。結果につきましては、広報せ

んなんにて発表いたします。〒５９０・

０５９２（住所不要）泉南市農林水産

課／Ｅメールアドレス：nourin@city.

sennan.lg.jp

▼締め切り＝平成１６年９月１７日貊必

着です。

▼問合せ＝農林水産課　内線５７５

広告掲載枠です。
内容については、今月号の広報せんなんをご覧ください。
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泉南市人権擁護委員協議会では、平成

１０年度より「人権ふれあい運動」を

実施しています。「人権ふれあい運動」

は、様々な教育問題に直面する現在、

子どもたちが人と人との豊かな関わり

の中で自らが考え、学び、問題を解決

できる資質や能力、思いやる心をもて

るように、人権教育の充実を図るこ

とを目的としています。平成１５年

度に実施しました樽井・鳴滝・東の

各幼稚園での「人権ふれあい運動」

をここに紹介します。

▼問合せ＝人権推進部　人権推進課

薀祀２８５５

樽井幼稚園では、子どもたちが家庭・園以外の
色々な人達とふれあう中で心豊かに、そして人に
対して思いやる心を育てることを目的とし、古来
から伝わるもちつきを経験する中で、高齢者の方
につき方や丸め方を教えてもらったり、お手玉を
使った遊びや歌などを教えてもらうなど、遊びを
通して温かい心に触れています。又、誕生会など
の行事にワークセンターHOSの人達に来ていただ
き、和太鼓の打ち方を教えてもらったり、一緒に
打つなど楽しい一時を過ごしました。

鳴滝幼稚園では、同じ地域にある二つの保育所
との交流を積み重ねています。保育所にはペル
ー籍や韓国籍を持つ子どもが在籍しています。
同じ小学校に上がる子ども同士をつなぐ取り組
みとして、保育所の子ども達と共に、韓国・朝
鮮の文化にふれました。チャンゴの演奏や踊り
を見せていただき、その後ペンイ（たたいて回
すこま）やチェギを教えてもらって楽しみなが
ら体験しました。いろいろな国の文化に触れる

ことで、子どもたちの心が豊かになり、違いを認
め合う仲間づくりにつながる事を願っています。

東幼稚園では、様々な経験を通して、一人一人の子
どもの育ちを保障するというテーマのもと、自分ら
しさを表現しながら相手の思いや願いを受け止める
といった人との関係づくりにつとめると共に、コミ
ュニケーション能力を育てることを目的に取り組ん
できました。取り組み内容としては、小学生との日
常的な交流を深めたり地域に出かけて幼稚園独自の
“龍神祭り”を催したりなど交流のあり方を工夫して
きました。そして、特別養護老人ホーム“せんわ”
を数回にわたり訪問して、歌や踊りを披露したり、
ふれあい遊びをしたりしました。また、ワークセンター
HOSの人達とも年間４回の交流も体験しました。一緒に
遊んだり、進んで会話をしたりなど、自分なりに工夫しな
がら“場”や
“遊び”を共有
する体験を通し
て「いのち」の
大切さや、人間
の持つ「温かさ」
を感じてくれた
のではないでし
ょうか。

▼
女
性

●
沢
山
の
命
を
受
け
継
い
で
、
自
分
の
命
が
あ
る
。

そ
ん
な
大
切
な
命
を
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
し
て
、
同
じ
生
き
て
い
く
な
ら
幸
せ
に

生
き
て
い
き
た
い
。
一
人
一
人
の
命
す
べ
て
が

“
幸
せ
に
生
き
て
い
く
べ
き
命
”
で
あ
る
事
。
み

ん
な
幸
せ
に
生
き
た
い
で
す
ね
。（
五
十
代
）

●
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
ト
ー
ク
は

す
ば
ら
し
か
っ
た
。
人
権
に
ふ
さ
わ
し
い
テ
ー
マ

と
感
じ
る
。
人
権
を
つ
く
づ
く
考
え
る
機
会
を
得

て
良
か
っ
た
。
前
を
向
い
て
歩
こ
う
と
思
っ
た
。

平
和
へ
の
願
い
、
人
と
人
の
つ
な
が
り
を
感
じ
る

時
間
を
与
え
て
下
さ
り
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
六
十
代
）

●
「
差
別
」
こ
の
言
葉
は
、
生
涯
消
え
る
こ
と
は

な
さ
そ
う
で
す
ね
。
日
本
人
同
士
で
あ
る
の
に
…

人
類
皆
平
等
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
情
け
な
い
で

す
ね
、
新
聞
で
長
者
番
付
な
ど
に
ぎ
わ
し
て
い
ま

す
が
、
努
力
し
て
も
報
わ
れ
ず
困
っ
て
い
る
人
も

お
ら
れ
ま
す
。
皆
幸
せ
に
な
れ
ば
良
い
で
す
ね
。

世
界
一
つ
に
な
れ
ば
良
い
、
何
年
か
か
り
ま
す
か

ね
。
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
良
か
っ
た
と
喜
ん
で

い
ま
す
。（
七
十
代
以
上
）

▼
男
性

●
普
段
の
生
活
に
も
人
権
に
つ
い
て
考
え
る
機
会

が
あ
り
、
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。（
二

十
代
）

●
毎
年
毎
年
の
積
み
重
ね
が
大
切
と
思
わ
れ
ま
す

の
で
、
継
続
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
広
く
深
く
市
民
の
皆
様
に
浸
透
す
る
に
は

か
な
り
の
時
間
が
か
か
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。（
五
十
代
）

●
現
在
の
忙
し
い
日
常
社
会
生
活
の
中
で
は
、
人

権
に
つ
い
て
の
重
要
性
を
忘
れ
が
ち
に
な
る
。
今

一
度
そ
の
意
味
を
か
み
し
め
る
必
要
が
あ
る
と
思

っ
た
。（
七
十
代
以
上
）

18

去
る
五
月
二
十
二
日
、
あ
い
ぴ
あ
泉
南
に
お
い
て
二
〇
〇
四
憲
法
週
間
「
市
民
の
集
い
」

が
開
催
さ
れ
、
一
〇
〇
名
余
り
の
方
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
の
集
い
で
は
、

ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
へ
の
参
加
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
二
人
組
の
「
寿

（k
otob

u
k
i

）」
＆
在
日
二
世
シ
ン
ガ
ー
「
趙
博
（
チ
ョ
ウ

パ
ギ
）」、
ゲ
ス
ト
に
キ
ー
ボ

ー
ド
プ
レ
イ
ヤ
ー
「H

A
L
M
A
G
E
N

」
を
迎
え
、
歌
と
ト
ー
ク
を
交
え
な
が
ら
憲
法
の

問
題
や
、
命
の
大
切
さ
、
平
和
に
つ
い
て
な
ど
幅
広
く
お
話
し
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

趙
博
さ
ん
か
ら
は
、「
ソ
ウ
ル
か
ら
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
ま
で
は
、
す
ぐ
近
く
に
あ
る
場
所
な

の
に
簡
単
に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
、
近
く
て
遠
い
場
所
、
こ
ん
な
世
界
で
い
い
の
だ
ろ

う
か
？
」
ま
た
、
寿
さ
ん
か
ら
は
、「
自
分
の
命
の
重
み
の
わ
か
ら
な
い
人
は
、
他
人
の

命
の
重
さ
が
わ
か
ら
な
い
、
一
人
の
力
で
は
ど
う
に
も
で
き
な
い
が
、
み
ん
な
の
力
を
合

わ
せ
て
平
和
な
世
界
に
し
て
い
こ
う
。」
な
ど
様
々
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
憲
法
や

人
権
に
つ
い
て
考
え
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

▼
問
合
せ
＝
人
権
推
進
部
　
人
権
推
進
課
（
薀
祀
２
８
５
５
）

▲寿
（コトブキ）さん

▲趙博
（チョウパギ）さん

▲ＨＡＬＭＡＧＥＮ
（ハルマゲン）さん

相談名 

人権擁護委員による 
人権相談 

人権推進部　相談室 
人権推進部人権推進課 
薀祀２８５５ 

人権推進部人権推進課 
薀祀２８５５ 

人権推進部人権推進課 
薀祀２８５５ 

人権協会 
薀祕１４０１ 

人権ふれあいセンター内 
人権協会 

専用電話　薀祗０５９０ 

①人権推進部　相談室 
②樽井公民館 

毎月第3金曜日　午後2時～4時 

毎週月曜日～土曜日（祝日は除く） 
午前9時～午後5時 

毎月第2・3・4木曜日（祝日は除く） 
午前10時～12時・午後1時～3時 

①毎月第1・4金曜日　午後1時～4時 
②毎月第2水曜日　　　午後6時～9時 

女性相談（面接） 

女性のための 
電話相談 

人権に関する相談 

と き  と こ ろ  問 合 せ  
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※行事実施日に大雨洪水・暴風警報が発令された場合、中止することがありますのでご了承ください。 

（２００４.８ ）
健診／予防接種名 日　時 対　象 内　容／その他 

成
人
保
健 

母
　
子
　
保
　
健 

予
防
接
種 

そ
の
他 

基本健康診査 
大腸がん検診 

子宮がん検診 

健康相談 
栄養相談 

乳児後期健診 

リトルまま教室（両親教室） 

　３種混合予防接種 
　（ジフテリア、破傷風　 
　　　百日せき）　 

循環器検診 
精神保健福祉相談 
Ｂ型・Ｃ型肝炎抗体検査 

乳幼児結核検診 

献　血 

離乳食講習会 

４か月児健康診査／ツベルクリン反応検査 

１歳６か月児健康診査 
３歳６か月児健康診査 
２歳６か月児歯科健康診査 

地域リハビリ教室 

毎月第１,３,４金曜日 
午後１時～２時半 

随時受付していま 
す。市内の各医療 
機関へ直接申し込 
んでください 
随時受付しています。 
市内の各産婦人科医 
療機関へ直接申し込 
んでください 

ご自分の健康に関して疑問や不安がありましたら、いつでもお気軽に 
ご相談ください。但し、医師への相談は電話での予約が必要です。 

▼西森医院・婦人科（金曜夜診のみ）信達牧野361－10／薀83－2357 
▼福本医院・婦人科　信達牧野378／薀83－2505 
▼宮城医院・婦人科　信達市場31－311／薀82－7018 
▼新泉南病院・婦人科（金曜・土曜午前中のみ）りんくう南浜3－7／薀80－5618 
※40歳以上の方は基本健康診査、大腸がん検診とセットで受診ください※費用は600円 

血圧測定、検尿、診察、血液検査（肝機能、血清脂質、腎機能、貧血、 
糖尿病検査）等。必要な方には心電図、眼底検査を実施。便潜血検査 
２日法。※できるだけセットで受診してください。携行品は健康手帳。 
▼費用＝基本健康診査は無料。大腸がん検診は200円。 

▼40歳以上の市民 
平成16年4月1日～ 
11月30日の間に、 
1回受診できます 
▼30歳以上の市民 
平成16年4月1日～ 
11月30日の間に、 
１回受診できます 

笊８月４日貉 
笆９月１日貉 

笊平成16年３月生 
笆平成16年４月生 

身体計測、内科診察、個別指導、ブックスタート、ツベルクリン 
反応検査（希望者）。対象の方には個別通知（時間指定）します。 

８月25日貉 
午後０時40分～２時10分 平成15年１月生 

身体計測、内科診察、歯科診察（カリオスタット検査）、 
個別相談など。対象の人には個別通知（時間指定）します。 

８月11日貉 
午後０時半～１時05分 平成13年１月生 

８月26日貅 
午後１時半～２時 平成14年１月生 

歯みがき教室 ８月26日貅 
午後１時～１時20分 

平成13年12月生 
平成14年12月生 

８月4日貉ツベルクリン反応検査 
８月6日貊ツベルクリン判定及びBCG

時間は午後１時半～２時半。生後３か月～４歳未満の乳幼児。なるべく 
１歳までに済ませてください。携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具。 

第１期（３種混合）は、生後６か月～７歳６か月（できるだけ生後 
３歳まで）の間に計４回。▼初回接種＝生後６か月に達したら約４ 
週間隔で３回。▼追加接種＝初回接種の３回終了後１年～１年半の 
間に１回。第２期（ジフテリア、破傷風）は、11歳以上13歳未満 
（小学６年生）の人に１回。携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具。 
※保健センターへお越しの際はコミュニティバスをご利用ください。 

風しんの予防接種 ８月30日豺 午後１時半～２時半 
生後12か月～７歳６か月未満の幼児。できるだけ3歳までに済ませて 
ください。携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具 

日本脳炎の予防接種 
８月５日貅 
午後１時半～２時半 第1期は3歳～7歳6か月未満。初回接種は約1～4週間隔で2回。追加接種は初回接種の2回終了後、約1年後に1回。第2期 

は9歳～13歳未満。第3期は14～16歳未満。対象年齢内に1回接種してください。携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具。 

第4水曜日午前9時半 
～10時半（要予約） 

第1水曜日午前9時 
半～10時半（要予約） 

実施場所は大阪府泉佐野保健所（薀磆７７０１）。血圧、検尿、 
血液検査等（診断、検査等は有料です。なお、診断書も発行します） 

大阪府泉佐野保健所 
へお問い合せ下さい 

実施場所は大阪府泉佐野保健所（薀磆７７０１） 

８月12日貅・スカイシティオークワ泉南店※時間は午前10時～正午、午後１時～４時半。 
成分献血、400裨献血にご協力ください。▼問合せ＝泉南市献血推進協議会（薀82－7615） 

事前予約が必要です。 
申込み・実施場所は大阪府泉佐野保健所（薀磆７７０１） 

8月9日豺、16日豺、27日貊、9月 
13日豺、24日貊、27日豺午後１時～ 

妊婦とその家族 
定員は15組（要予約） 

妊婦とその家族、生後4か 
月未満の乳幼児と保護者 

身体計測、内科診察、歯科診察、個別相談など。 
対象の人には個別通知します。 

８月16日豺 
午後１時～３時 

８月17日貂 
８月24日貂 
午後１時半 
　～２時半 

離乳期の乳児の 
保護者（要予約） 

両親教室の妊婦との交流。講習と試食。 
携行品は母子手帳、筆記用具。 

ぴよぴよサロン（育児相談） ８月27日貊 午後１時半～３時 
乳幼児と保護者 時間は午後１時半～３時。育児相談、身体計測。 

お母さん同士の会話も楽しみましょう。 

リトルままサロン ８月27日貊 午後１時半～３時 
妊婦同士の情報交換、赤ちゃんの身体計測、 
育児相談 

歯科健診、フッ素塗布（希望者）、個別相談等。予約は不要。 
携行品は母子手帳、歯ブラシ、筆記用具、問診票。 
※今月受診できない人は、対象月を含め３か月以内に受診し 
てください。※歯みがき教室に歯科健診はありません。 
6日間で1コース。助産師講義、マタニティ体操、手作りおもちゃ、個別相談（保育、 
栄養、歯）、沐浴、リトルままサロン、なるべく5か月以降の安定期にご参加ください 

病・医院の診察時間 満９か月～１歳未満 ４か月健診時に受診票をお渡ししますので、かかりつけの病・医院 
でお受けください。※但し、１歳を超えますと自己負担となります。 

毎月第１,３金曜日 
午後１時～２時半 

栄養士が個人のライフステージに応じた栄養に関する 
相談に応じます。但し、事前予約が必要です。 

▼40歳以上の市民 

▼40歳以上の市民 

▼上村老人集会場第1、3火曜日 
▼東信達老人集会場第2、4 
　木曜日 
※午後２時から１時間半程度 

健康チェックと体操、レクリエーションを通して、 
体力の維持や閉じこもりの防止をめざします。 
参加をご希望される方は、直接会場へお越しくだ 
さい。 

40歳以上で簡単な集団 
体操に参加でき、自力 
または家族の送迎で来 
場することができる方 

▼
と
き
＝
八
月
五
日
貅
、
三
十

一
日
貂
の
午
前
九
時
半
〜
十
一

時
▼
と
こ
ろ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
＝
四
十
歳
以
上
の
市
民

▼
費
用
＝
無
料
（
喀
痰
検
査
は

四
〇
〇
円
）
▼
携
行
品
＝
健
康

手
帳
（
お
持
ち
で
な
い
方
は
当

日
発
行
し
ま
す
）
▼
申
込
み
＝

予
約
は
不
要
で
す
。
受
付
時
間

内
に
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
と
き
＝
十
月
七
日
貅
、
十
四

日
貅
の
午
後
一
時
半
〜
三
時
半

▼
と
こ
ろ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
＝
三
十
歳
以
上
の
市
民

▼
定
員
＝
各
五
十
人
（
先
着
順
）

▼
費
用
＝
無
料

▼
申
込
み
＝
八
月
二
十
三
日
豺

よ
り
保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口
ま
た

は
電
話

▼
携
行
品
＝
健
康
手
帳
（
お
持

ち
で
な
い
方
に
は
当
日
発
行
し

ま
す
）

▼
そ
の
他
＝
か
か
と
で
測
定
し

ま
す
の
で
、
ソ
ッ
ク
ス
な
ど
素

足
に
な
り
や
す
い
服
装
で
お
越

し
下
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

食
生
活
を
中
心
に
、
健
康
づ

く
り
に
つ
い
て
学
習
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
笊
八
月
三
十
日
豺
笆

九
月
六
日
豺
笳
九
月
九
日
貅
笘

九
月
十
五
日
貉
笙
九
月
十
六
日

貅
笞
九
月
二
十
一
日
貂
笵
九
月

二
十
九
日
貉
笨
十
月
四
日
豺
笶

十
月
五
日
貂
筐
十
月
十
五
日
貊

筺
十
月
十
九
日
貂
笄
十
月
二
十

五
日
豺

時
間
は
概
ね
午
後
一
時
か
ら
、

調
理
実
習
は
午
前
中
、
そ
れ
ぞ

れ
二
〜
三
時
間

▼
と
こ
ろ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
講
師
＝
笊
医
師
、
笆
〜
笨
笄

栄
養
士
、
笶
筐
健
康
運
動
指
導

士
、
筺
臨
床
心
理
士

▼
定
員
＝
三
十
名

▼
費
用
＝
五
〇
〇
円
程
度
（
調

理
実
習
の
材
料
費
）

▼
そ
の
他
＝
▽
で
き
る
だ
け
七

回
以
上
出
席
し
て
下
さ
い
▽
希

望
者
は
講
座
終
了
後
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
「
泉
南
市
食
生
活

改
善
推
進
協
議
会
」
に
加
入
し
、

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
と
し
て
活
動
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す

▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
保
健
セ

ン
タ
ー

▼
と
き
＝
八
月
十
七
日
貂
二
十

四
日
貂
午
後
一
時
半
〜
二
時
半

▼
と
こ
ろ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
＝
十
一
歳
以
上
十
三
歳

未
満
（
第
二
期
）
で
、
ま
だ
受

け
て
い
な
い
方

▼
携
行
品
＝
母
子
手
帳
、
筆
記

用
具

▼
問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

「
愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動
」

の
一
環
と
し
て
、
小
学
生
を
対

象
に
血
液
セ
ン
タ
ー
見
学
会
を

開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
八
月
二
日
豺
、
三
日

貂
、
五
日
貅
、
六
日
貊
の
各
午

前
十
時
〜
十
一
時
半
、
午
後
二

時
〜
三
時
半

▼
と
こ
ろ
＝
大
阪
府
赤
十
字
血

液
セ
ン
タ
ー
　
七
階
研
修
室
Ｉ

Ｊ
Ｒ
環
状
線
・
地
下
鉄
森
ノ
宮

駅
下
車
東
へ
３
５
０
ｍ

▼
対
象
＝
小
学
生
（
主
に
三
〜

六
年
生
）
お
よ
び
保
護
者
の
方

▼
定
員
＝
各
八
十
人

▼
費
用
＝
無
料

▼
内
容
＝
献
血
や
血
液
の
お
話
、

所
内
見
学
、
記
念
品
贈
呈

▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
大
阪
府

赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
企
画
課

薀

０
６
・
６
９
６
２
・
７
０
０

３
献
血
（
ま
た
は
輸
血
）
を
通

じ
て
感
動
し
た
話
、
お
も
し
ろ

い
話
、
伝
え
た
い
愛
の
言
葉
な

ど
を
川
柳
の
文
章
（
五
・
七
・

五
の
十
七
文
字
）
に
し
て
ご
応

募
く
だ
さ
い
。
最
優
秀
作
品
を

ラ
ジ
オ
Ｃ
Ｍ
化
し
て
オ
ン
エ
ア

し
ま
す
。
あ
な
た
の
作
品
で
献

血
推
進
に
お
手
伝
い
く
だ
さ
い
。

▼
記
入
事
項
＝
作
品
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番

号
、
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
献

血
に
関
す
る
ご
意
見

▼
応
募
期
間
＝
九
月
三
十
日
貅

ま
で
（
当
日
消
印
有
効
）

▼
応
募
方
法
＝
郵
送
（
保
健
セ

ン
タ
ー
に
記
入
用
紙
が
あ
り
ま

す
）
又
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
応

募
用
フ
ォ
ー
ム
に
記
入
。
応
募

数
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
応
募
・
問
合
せ
＝
〒
五
四

〇
・
八
五
七
〇
大
阪
市
中
央
区

大
手
前
二
・
一
・
二
十
二
大
阪

府
健
康
福
祉
部
薬
務
課
総
務
・

企
画
グ
ル
ー
プ
薀
０
６
・
６
９

４
４
・
６
７
０
０
／
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
ア
ド
レ
ス：

http://w
w
w

.kenketsu.net/

八
月
よ
り
、
献
血
時
の
本
人

確
認
を
実
施
し
ま
す
。

献
血
に
ご
協
力
さ
れ
る
時
は

必
ず
、
運
転
免
許
証
・
社
員

証
・
学
生
証
・
健
康
保
険
証
・

パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し

ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
大
阪
府
赤
十
字
血

液
セ
ン
タ
ー
薀
０
６
・
６
９
６

２
・
７
０
０
１
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申
込
・
問
合
せ
＝
蕕
祗
７
６
１
５

肺
が
ん
検
診
を
実
施

し
ま
す

骨
密
度
測
定
を
実
施

し
ま
す

健
康
栄
養
講
座
に
参

加
し
ま
せ
ん
か

ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷

風
の
予
防
接
種

献
血
お
も
し
ろ

ゼ
ミ
ナ
ー
ル

熱
血
献
血
キ
ャ
ン
ぺ
ー

ン
川
柳
大
募
集

安
心
し
て
輸
血
を

受
け
ら
れ
る
た
め
に



ケーブルテレビのチャンネル９
では、泉州地域４市３町の地域情
報番組「わくわくりんくう」を映
像と文字番組で放送しています。
但し、視聴するにはケーブルテ

レビへの加入が必要です。また、
視聴できない地域がありますので
ご了承ください。
▼1回目＝9:00～11:20（泉南市は10:40～）
▼2回目＝14:00～16: 20（泉南市は15:40～）
▼3回目＝22:00～0:20（泉南市は23:40～）
▼ケーブルテレビへの加入に関する問合せ＝ジェイコ
ム関西・りんくう局（薔０１２０－０８９－３４４）
▼問合せ＝情報管理課（内線２２７）

10

泉南市社会福祉協議会で、障害者の目線に立った相談業務

を行っているピアカウンセラーの大前　千代子(おおまえ

ちよこ)さんがギリシャのアテネ市で開催されるアテネパラ

リンピック競技大会に、車いすテニスで日本代表選手に選ば

れ、向井市長へ喜びの報告をしました。

向井市長は、メダルの獲得ができように祈っていますと、

激励の言葉を送りました。

大前さんは、前回のシドニーオリンピックでは、惜しくも

メダル獲得ができなかったので、今回はその時の悔しさを羽

として是非ともメダル獲得できるように頑張りますと今回の

パラリンピックにかける熱い思いを語ってくれました。

（６月２３日）

２００４アテネパラリンピック競技
大会日本代表選手向井市長表敬訪問

阪神・淡路大震災での教訓をもとに、地元住民
による初期消火や救助活動の重要性が見直される
中、泉南市においては新家下村区・信達大苗代
区・新家中村区に次いで、平成１５年に新家東区
サングリーン分区と幡代区で防災会が設立され、
これに伴い新設の各自主防災組織に、災害復旧活
動をより有意義なものにしていただくため、自主
防災資機材の貸与目録の贈呈式が行われました。
今後もこのような自主防災組織の設立に名乗りを
上げているところもあるそうです。 （６月２日）

新たに２つの自主防災組織が設立
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猛
暑
が
続
き
、
家
族
で
水
辺
へ
出

か
け
た
り
、
子
ど
も
た
ち
で
水
遊
び

を
す
る
こ
と
が
多
く
な
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。

ま
た
、
水
に
よ
る
事
故
は
、
水
泳

に
よ
る
も
の
ば
か
り
で
な
く
日
常
生

活
の
中
で
、
思
わ
ぬ
水
に
よ
る
危
険

に
で
あ
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
今
回

は
、
遊
泳
時
等
の
注
意
事
項
を
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

☆
「
安
全
な
水
泳
の
条
件
」

笊
一
人
で
は
泳
が
な
い
。

笆
初
め
て
の
場
所
で
、
初
め
て
の
者

だ
け
で
泳
が
な
い
。

笳
暗
い
場
所
で
は
泳
が
な
い
。

笘
真
夏
の
炎
天
下
で
は
泳
が
な
い
。

笙
背
負
っ
た
り
、
抱
い
た
り
し
て
泳

が
な
い
。

笞
あ
ま
り
泳
げ
な
い
者
が
浮
き
輪
な

ど
で
深
い
所
へ
い
か
な
い
。

笵
帰
り
は
行
き
よ
り
も
体
力
や
時
間

が
か
か
る
こ
と
を
知
っ
て
お
く
。

笨
悪
ふ
ざ
け
や
お
ぼ
れ
た
ま
ね
を
絶

対
に
し
な
い
。

笶
船
や
休
憩
台
等
の
下
を
潜
り
抜
け

な
い
。

筐
泳
ぎ
に
い
く
と
き
は
、
行
き
先
や

帰
宅
時
刻
を
家
の
者
に
言
っ
て
お

く
。

★
「
も
し
溺
れ
て
い
る
者
を
発
見
し

た
場
合
」

ま
ず
、
発
見
し
た
ら
溺
者
か
ら
目

を
離
さ
ず
に
そ
の
場
で
周
囲
の
者
に

知
ら
せ
、
水
面
に
顔
を
出
さ
せ
救
助

者
を
待
つ
。
そ
し
て
、
棒
や
タ
オ
ル
、

上
着
な
ど
を
投
げ
、
つ
か
ま
ら
せ
て

引
き
よ
せ
る
。

救
助
の
方
法
は
、
泳
げ
る
人
だ
け

の
特
殊
技
能
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、

「
泳
が
な
い
で
救
助
す
る
」
事
が
で

き
れ
ば
最
善
の
方
法
な
の
で
す
。

※
日
焼
け
や
日
射
病
に
も
注
意
し
ま

し
ょ
う

日
焼
け
は
一
種
の
熱
傷
な
の
で
、

予
防
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
真
夏
に
長
時
間
日
光
に
照

ら
さ
れ
た
り
、
特
に
砂
浜
な
ど
で
の

照
り
返
し
に
よ
り
起
こ
る
日
射
病

は
、
日
陰
の
涼
し
い
場
所
へ
運
び
、

衣
服
を
ゆ
る
め
楽
に
寝
か
せ
る
。
体

温
が
高
い
と
き
は
、
頭
を
冷
や
し
た

り
、
水
で
体
を
拭
く
。
飲
み
物
を
ほ

し
が
っ
た
ら
、
水
、
で
き
れ
ば
う
す

い
食
塩
水
を
飲
ま
せ
ま
し
ょ
う
。
医

師
の
診
察
も
受
け
ま
し
ょ
う
。

泉
南
市
消
防
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ア
ド
レ
ス
はh

ttp
://w

w
w
.city

.
sennan.osaka.jp/̃sensyou/

一
度
ア
ク
セ
ス
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。

水
辺
の
事
故
に
注
意
邇

情報モラル等の必要性が大きな関心事となって
いる今日、泉南市でも昨年から各小中学校でのパ
ソコン・インターネット等の環境が充実し、大人
よりも高い順応性と好奇心を持った子どもたちへ
の情報教育に力を入れて行かねばならないところ、
多様化する学校教育の中でどうしてもケアできな
い部分である情報教育を和歌山大学教育学部の学
生を中心とした模擬授業等のサポートにより、子
どもたちは情報ツールの便利さや怖さといった専
門知識を、逆に学生は授業運営の困難さといった
経験を享受し、時には学生が現役の先生を児童に
見立て情報教育の模擬授業を行い、先生自身も専
門知識を得るとともに、子どもの目線に立ち返る
といった一石二鳥にも三鳥にもなる事業が現在進
行中です。 （６月１５日・２２日）

フレンドシップ事業をご存知ですか

第３回音と光のページェントが開催されました。
生憎の天候の中、傘をさしてのコンサート鑑賞と
なりましたが、自然の音響効果と山間から立ち昇
る霧といったロケーションも手伝って、民俗音楽
の穏やかでいて時に力強い調べが深く心にしみい
り、いつしか雨の中にいることすら忘れさせるほ
どでした。また、ホタルについても講師の先生が、
生態等をわかりやすく説明してくれ、ちょうど帰
る頃には雨も上がり、幻想的というにふさわしい
ホタルの輪舞

りんぶ

が、紀泉わいわい村の中を流れる川
の随所で観ることが出来ました。 （６月１２日）

山並みにこだまする演奏
緩やかに流れる瞬き
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▼

○

○

広
報
せ
ん
な
ん
８
月
号
（
N
o.470）

平
成
１
６
年
８
月
１
日
発
行
　
編
集
と
発
行
　
泉
南
市
役
所
情
報
管
理
課
 

〒
590 －

0592　
泉
南
市
樽
井
一
丁
目
１
番
１
号
（
薀
83－0001／

蕭
83－0325）

h
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w
w
.city
.sen
n
an
.osak

a.jp
/

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
利
用
し
て
い
ま
す
 

先月は、海会寺をぐるりと中心から

見渡しました。今月は北側の階段を下

りて回廊の西側に回ってみましょう。

回廊の斜面に入り口が見えますが、

地下室ではありません。中に入るとガ

ラスの中に大きな土の壁が展示されて

います。

ここは「整地層展示室（せいちそう

てんじしつ）」といって発掘調査でみつ

かった土の断面を特殊な樹脂で固めて

剥がし、コンクリートの部屋をつくっ

てまた同じ場所に据えて展示している

のです。

発掘調査の時にこの断面を観察した

結果、この部分は自然に堆積したもの

ではなく、人間の手によってつき固め

られた層であることがわかりました。

実は、お寺が建っていた場所の西側半

分はこのように２ｍ近く土を盛り上げ

て造成していたのです。ブルドーザー

やダンプカーなどの無かった時代に人

の力だけで土を運んで、巨大なお寺を

建てられるように造成するには、多く

の労働力と高い技術力が必要だったは

ずです。

ここからも海会寺を造った人たちの

財力や技術力をうかがうことができる

のです。

すでに来られた方はもう一度、来られ

たことのない方はぜひお越しください。
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